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は
じ
め
に

江
戸
東
京
博
物
館
に
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
資
料
番
号
〇
二
一
五
二
五
〇
〇
、

〇
二
一
五
二
五
〇
一
。
以
下
、『
感
得
伝
』
と
略
称
す
る
）
と
い
う
版
本
が
あ
る
。

こ
れ
は
武
蔵
野
文
化
協
会
が
所
蔵
し
、
当
館
が
寄
託
を
受
け
て
い
る
資
料
で
、
天
明

二
年
（
一
七
八
二
）
の
初
版
発
行
以
降
、
少
な
く
と
も
四
度
は
再
版
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
館
に
あ
る
の
は
こ
の
う
ち
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
再
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
実
在
の
少
年
の
地
獄
極
楽
巡
り
を
主
軸
に
、
念
仏
の

功
徳
、
浄
土
宗
捨
世
派
念
仏
聖
で
あ
る
無
能
上
人
の
称
揚
、
孝
子
説
話
等
、
様
々
な

要
素
が
含
ま
れ
た
も
の
で
、
勧
化
本
と
し
て
は
豊
富
な
挿
絵
を
持
っ
て
お
り
、
生
き

生
き
と
描
か
れ
た
様
子
は
現
代
の
我
々
が
見
て
も
十
分
に
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。

中
世
後
半
か
ら
近
世
は
、
二
つ
の
見
地
か
ら
、
仏
教
に
お
け
る
地
獄
極
楽
の
表
象

が
一
段
と
庶
民
に
広
ま
っ
た
時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
点
目
は
社
会
構
造

の
変
化
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
権
力
者
層
が
力
を
失
う
こ
と
で
、
寺
院
が
庶

民
層
へ
の
教
化
を
意
識
し
始
め
た
こ
と
に
よ
る

1
。
地
方
の
寺
社
へ
の
勧
進
や
喧
伝

の
た
め
、「
熊
野
勧
心
十
界
曼
荼
羅
」
や
「
立
山
曼
荼
羅
」
等
の
作
品
が
多
く
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
最
た
る
例
で
あ
る
。

も
う
一
点
は
、
出
版
文
化
の
隆
盛
に
よ
る
。
江
戸
時
代
以
降
、
商
業
出
版
が
盛
ん

に
な
り
、
庶
民
に
と
っ
て
本
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
出
版
物
は
、
基
本
的
に
一
点
物
で
手
元
に
置
く
こ
と
が
難
し
い
掛
幅
等
と

比
べ
、
自
由
な
時
間
に
、
自
由
な
場
面
か
ら
読
む
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
長
所
が
あ

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
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る
。
説
話
の
普
及
は
、
勧
化
本
の
登
場
に
よ
り
、
口
伝
と
筆
写
に
よ
る
範
囲
か
ら
、

説
法
の
聴
衆
に
加
え
て
大
衆
の
机
上
に
ま
で
広
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
る

2
。
中
で
も
、

当
時
何
度
も
版
を
改
め
ら
れ
、
時
代
を
経
て
も
愛
さ
れ
た
、
勧
化
本
の
中
で
も
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
言
え
る
本
は
、
人
々
に
地
獄
極
楽
の
様
相
を
よ
り
印
象
的
に
残
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
研
究
史
上
で
は
、
近
世
以
降
の
作
品
の
う
ち
、
版
本
類
へ
の
言
及

は
あ
ま
り
多
く
な
い

3
。
こ
れ
ら
は
宗
教
的
な
も
の
に
限
ら
ず
、
他
の
美
術
品
同
様

に
現
存
数
が
非
常
に
多
い
た
め
、
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
前
述
の
『
感
得
伝
』
並
び
に
、
再
版
本
を
主
要
な
資
料
と
し

て
取
り
上
げ
る
。『
感
得
伝
』
は
、
本
文
の
元
と
な
っ
た
享
保
十
九
年
（
一
七
三
五
）

刊
の
『
孝
感
冥
祥
録
』（
以
下
、『
冥
祥
録
』
と
略
称
す
る
）
の
時
点
で
、
高
い
知
名

度
を
誇
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
校
訂
に
関
わ
っ
た
説
教
僧
と
思
し
き
伝
阿
は

4
、

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊
の
『
女
人
愛
執
恠
異
録
』
の
序
に
お
い
て
『
冥
祥
録
』

の
人
気
ぶ
り
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

京
師
獅
子
谷
の
僧
、
或
時
孝
感
の
奇
特
を
書
た
る
草
案
と
愛
執
の
報
応
を
記
せ
る

漢
文
と
を
携
へ
来
て
云
、
浄
業
の
い
と
ま
訂
正
し
玉
へ
か
し
と
。
我
つ
ら
〳
〵
是

を
見
る
に
古
今
の
珍
事
な
り
。
此
故
に
日
課
の
い
と
ま
に
固
陋
を
か
え
り
み
ず
書

綴
り
て
一
本
は
孝
感
冥
祥
録
と
名
て
彼
僧
方
へ
遣
し
け
れ
ば
、
京
師
の
書
林
澤
田

氏
乞
請
て
版
行
し
け
る
に
都
鄙
の
人
、
思
ひ
の
外
に
も
て
は
や
し
、
今
に
至
て
は

壱
万
余
部
摺
出
せ
る
と
か
や

5
。

実
際
に
、『
感
得
伝
』
は
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
奥
州
や
初
版
本
の
版
元
が
あ
っ

た
京
都
に
留
ま
ら
ず
、
全
国
各
地
に
流
布
し
た
形
跡
が
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
時
代

ま
で
城
崎
温
泉
で
貸
本
屋
を
営
ん
で
い
た
中
屋
甚
左
衛
門
の
貸
本
リ
ス
ト
に
は
、
初

版
本
の
『
感
得
伝
』
が
名
を
連
ね
て
い
る

6
。

ま
た
、『
感
得
伝
』
の
影
響
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
関
連
資
料
も
多
い
。
筆
者
が

確
認
出
来
て
い
る
限
り
で
は
、
肉
筆
画
が
九
点
、
仏
像
が
一
点
、
刷
物
が
二
点
、
再

版
本
が
四
種
の
計
十
六
件
が
見
ら
れ
る

7
。
こ
れ
ほ
ど
の
作
例
が
あ
り
、
ま
た
全
国

的
な
広
ま
り
が
確
認
さ
れ
て
い
る
『
感
得
伝
』
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
の
地
獄
観
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

先
行
研
究
で
は
、
本
文
の
成
立
の
背
景
や
そ
の
特
徴
に
関
し
て
は
横
山
邦
治
氏
、

後
小
路
薫
氏
、
堤
邦
彦
氏
、
長
谷
川
匡
俊
氏
、
内
村
和
至
氏
が

8
、
地
方
寺
院
に
所

蔵
さ
れ
る
肉
筆
画
に
つ
い
て
は
、
渡
浩
一
氏
、
織
田
顕
行
氏
、
小
林
一
郎
氏
や
小
林

玲
子
氏
ら
が
論
じ
て
い
る
が

9
、
そ
の
全
て
の
網
羅
的
研
究
に
は
余
地
が
あ
る
ほ
か
、

『
冥
祥
録
』
と
の
比
較
や
、『
感
得
伝
』
の
地
獄
を
描
い
た
挿
絵
の
論
考
、
再
版
本
の

展
開
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
一
定
の
知
名
度
と
影
響
力
が
あ
っ

た
『
感
得
伝
』
並
び
に
そ
の
再
版
本
の
特
徴
を
整
理
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
同

作
品
の
全
国
的
な
展
開
を
探
る
た
め
の
体
系
的
論
考
の
足
掛
か
り
と
し
、
近
世
の
地

獄
絵
研
究
に
僅
か
な
り
と
も
貢
献
し
た
い
。

一
章
『
孝
感
冥
祥
録
』
と
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』

一

概
要
と
書
誌
情
報

『
感
得
伝
』
は
上
下
二
冊
の
絵
入
勧
化
本
で
あ
る
。
版
心
に
は
「
感
得
伝
」
と
あ
り
、

現
存
す
る
資
料
の
中
に
は
題
箋
が
欠
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
題
箋
を
持
つ
も
の

は
「
絵入

孝
子
善
之
丞
感
得
伝
」
や
10
、「
奥
州

孝
子
善
之
丞
感
得
伝
」
と
記
す
例
が
多
い
11
。

初
め
に
、『
感
得
伝
』
の
概
要
を
触
れ
て
お
く
。

奥
州
伊
達
郡
南
半
田
村
田
町
に
、
松
野
善
之
丞
と
い
う
少
年
が
い
た
。
善
之
丞
は

吃
音
症
だ
が
正
直
で
孝
行
者
で
あ
る
一
方
、
父
親
の
善
四
郎
は
仏
教
を
誹
謗
し
た
罰

で
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
い
床
に
伏
し
て
い
た
。
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）、
十
五
歳

と
な
っ
た
善
之
丞
は
、
父
の
病
気
平
癒
を
祈
り
、
鎮
守
八
幡
宮
へ
毎
晩
参
詣
す
る
。

そ
こ
で
八
幡
大
菩
薩
の
天
啓
を
受
け
、
こ
れ
に
加
え
て
桑
折
の
薬
師
如
来
、
万
勝
寺
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村
の
観
世
音
の
三
ヶ
所
に
毎
晩
参
詣
し
た
。
数
々
の
霊
験
の
後
、
同
年
二
月
十
二
日
、

「
汝
に
父
が
病
由
を
見
す
べ
し
」
と
言
う
地
蔵
菩
薩
に
導
か
れ
、
地
獄
極
楽
の
有
様

を
見
て
回
る
。
地
獄
に
は
魂
の
み
先
立
っ
て
呵
責
を
受
け
る
父
も
含
め
、
数
多
の
亡

者
が
い
た
。
ま
た
、
極
楽
の
荘
厳
で
有
難
い
様
も
見
た
。
そ
の
後
現
世
に
戻
っ
た
善

之
丞
は
、
家
族
と
共
に
無
能
上
人
に
帰
依
す
る
。
実
は
、
無
能
上
人
は
地
蔵
菩
薩
の

化
身
で
あ
っ
た
。
一
刻
も
早
く
の
往
生
を
願
う
善
之
丞
は
、
家
族
の
反
対
を
押
し
切

り
出
家
し
て
直
往
と
名
乗
っ
た
。

こ
の
経
験
を
出
家
し
た
善
之
丞
（
直
往
）
が
語
り
、
無
能
の
弟
子
で
あ
る
厭
求
が

記
し
、
林
丹
治
の
挿
絵
を
加
え
、
麗
澤
堂
澤
田
吉
左
衛
門
が
版
元
と
な
っ
て
刊
行
さ

れ
た
の
が
『
感
得
伝
』
で
あ
る
。

善
之
丞
が
深
く
帰
依
し
た
無
能
上
人
は
、浄
土
宗
捨
世
派
念
仏
聖
と
し
て
名
高
く
、

主
に
東
北
地
方
で
の
民
衆
教
化
活
動
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
高
僧
で
あ
る
。
筆
記

者
と
な
っ
た
厭
求
は
、
無
能
の
門
弟
の
中
で
も
重
要
な
活
躍
を
し
た
僧
で
、
長
谷
川

匡
俊
氏
に
よ
る
と
、
厭
求
は
病
床
に
つ
い
た
師
の
看
病
を
し
て
、
同
じ
く
高
弟
の
蓮

心
と
共
に
そ
の
臨
終
を
看
取
っ
た
ほ
か
、宝
洲
が『
無
能
和
尚
行
業
記
』（
以
下
、『
行

業
記
』
と
略
称
す
る
）
を
刊
行
す
る
際
も
、
無
能
の
身
近
な
高
弟
と
し
て
草
稿
の
作

成
に
助
力
し
た
ほ
か
、
自
身
も
『
無
能
和
尚
行
業
記
遺
事
』
を
編
集
す
る
際
、『
行

業
記
』
か
ら
漏
れ
て
い
る
無
能
の
平
生
の
振
る
舞
い
や
教
誡
等
を
聞
き
集
め
て
纏
め

た
12
。版

元
と
な
っ
た
麗
澤
堂
澤
田
吉
左
衛
門
は
、
京
洛
東
知
恩
院
古
門
前
石
橋
町
（
現

京
都
府
京
都
市
東
山
区
石
橋
町
周
辺
）
に
店
を
構
え
て
い
た
。
版
元
の
出
版
物
の
傾

向
と
し
て
は
、『
感
得
伝
』
巻
末
の
版
元
蔵
版
標
目
録
か
ら
は
浄
土
教
関
連
の
出
版

物
が
非
常
に
多
い
こ
と
13
、
初
版
本
『
感
得
伝
』
の
他
に
、
善
之
丞
が
深
い
崇
敬
の

念
を
抱
い
て
い
た
無
能
上
人
を
中
心
と
し
た
関
係
者
ら
の
出
版
物
を
多
く
取
り
扱
っ

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
14
。【
図
１
】
伝
阿
も
版
元
に
つ
い
て
「
京
師
の
書
林

澤
田
氏
乞
請
て
版
行
し
け
る
」15
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
版
元
の
澤
田
吉
左
衛

門
は
彼
自
身
も
浄
土
宗
の
信
徒
で
、
無
能
上
人
周
辺
で
起
き
た
霊
験
譚
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
絵
師
・
林
丹
治

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等
で
同
時
代
麗

澤
堂
を
版
元
と
し
た
版
本

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同

名
の
絵
師
の
落
款
が
あ
る

も
の
は
確
認
出
来
な
か
っ

た
。
挿
絵
の
最
後
に
は
絵

師
名
の
下
に
豊
信
の
印
が

あ
る
が
、
石
川
豊
信
が
使

用
し
て
い
た
印
と
は
字
体

が
異
な
る
。
ま
た
、
豊
信

は
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
の
に
対
し
、『
感
得
伝
』
は
京
都
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
豊
信
自
身
が
得
意
と
す
る
絵
の
傾
向
が
美
人
画
や
あ
ぶ
な
絵
等
の
女

性
を
主
体
と
し
た
絵
で
あ
り
、『
感
得
伝
』
の
内
容
と
は
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
、
加

え
て
豊
信
自
身
の
作
画
が
凡
そ
安
永
期
で
留
ま
る
こ
と
か
ら
、
林
丹
治
が
豊
信
で
あ

る
か
は
疑
問
が
残
る
。

な
お
、
初
版
本
は
目
録
を
除
き
上
巻
五
二
丁
、
下
巻
四
一
丁
の
う
ち
、
挿
絵
は
そ

れ
ぞ
れ
上
巻
に
二
五
丁
分
、
下
巻
に
十
丁
分
あ
る
。
上
下
巻
を
通
じ
て
現
世
の
様
子

を
描
い
た
挿
絵
は
十
六
丁
分
、
地
獄
の
挿
絵
は
十
四
・
五
丁
分
、
極
楽
の
挿
絵
は
四
・

五
丁
分
あ
り
、
文
量
の
多
さ
に
比
例
し
て
現
世
と
地
獄
の
挿
絵
が
多
い
と
い
う
特
徴

が
見
ら
れ
る
。

『
冥
祥
録
』
と
『
感
得
伝
』
の
本
文
自
体
に
殆
ど
変
化
は
な
い
が
、
構
成
に
は
幾

つ
か
違
い
が
あ
る
。【
表
１
】
で
両
書
を
比
較
し
た
。『
冥
祥
録
』
の
評
注
は
高
度
で

専
門
的
な
仏
教
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
担
当
し
た
宝
洲
は
、
洛
東

【図１】�『孝子善之丞感得伝』下巻（天明２年〈1782〉刊、
早稲田大学図書館蔵）目録（部分）
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獅
子
谷
法
然
院
を
中
興
し
た
学
僧
で
、
生
前
の
無
能
と
も
交
流
が
あ
り
、
無
能
の
死

後
は
『
行
業
記
』
等
の
伝
記
を
編
集
し
て
い
る
16
。『
冥
祥
録
』
は
一
万
部
以
上
摺

り
出
さ
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
言
え
る
本
で
あ
る
が
、想
定
さ
れ
る
読
者
と
し
て
は
、

浄
土
宗
系
の
僧
侶
や
、
仏
教
に
関
心
が
あ
る
知
識
層
向
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、『
感
得
伝
』
は
『
冥
祥
録
』
か
ら
物
語
本
文
と
偈
を
抜
き
出
し
、
本
文
内

の
振
り
仮
名
を
増
や
し
て
、
挿
絵
を
多
く
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

称
阿
は
跋
文
に
お
い
て
、『
感
得
伝
』
を
刊
行
し
た
理
由
を

�

し
か
る
に
今
此
『
感
得
伝
』
は
、
辞
が
き
の
所
々
に
其
あ
り
さ
ま
を
絵
が
け
る
ふ

み
を
、
あ
や
し
の
ほ
ご
の
中
よ
り
求
い
だ
し
た
り
し
を
、
か
く
し
て
も
捨
お
か
ば

蠹
魚
て
ふ
虫
の
す
み
か
と
も
な
り
な
ん
も
い
と
口
お
し
。
ま
た
お
ろ
か
な
る
わ
ら

わ
べ
女
な
ど
の
、
つ
の
文
字
ふ
た
つ
も
じ
の
あ

（
マ
マ
）

か
ち
も
し
ら
ざ
ら
ん
も
の
ゝ
、
此

有
様
を
見
て
釈
土
を
い
と
乞
、
じ
ょ
う
ど
を
願
ふ
の
た
つ
き
と
も
な
ら
め
や
は
。17

と
述
べ
て
お
り
、『
冥
祥
録
』か
ら『
感
得
伝
』へ
再
編
集
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

婦
女
子
向
け
に
親
し
み
や
す
く
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二

成
立
の
背
景

婦
女
子
向
け
に
改
め
ら
れ
た
『
感
得
伝
』
だ
が
、
そ
も
そ
も
の
成
立
の
背
景
に
は

何
が
あ
る
の
か
。
本
文
は
現
世
と
地
獄
に
関
す
る
描
写
が
多
い
が
、
物
語
を
構
成
す

る
要
素
と
し
て
は
、
他
に
念
仏
の
功
徳
や
無
能
上
人
の
称
揚
、
孝
子
説
話
等
様
々
な

要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
ま
た
先
行
研
究
で
も
既
に
『
感
得
伝
』
の
成
立
に
つ
い

て
や
18
、
善
之
丞
の
周
辺
環
境
や
人
物
の
特
徴
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
19
、
こ
れ
ら
を
『
感
得
伝
』
の
特
徴
か
ら
整
理
し
な
お
し
、
善
之
丞
周
辺
の
人
物

や
環
境
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
余
地
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
感
得
伝
』
は
勧
化
の
意
図
が
前
面
に
お
し

出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
文
中
に
見
ら
れ
る
数
々
の
仏
教
的
色
彩
の
強
い
奇
異
性
に

示
さ
れ
て
い
る
20
。
そ
こ
で
、
こ
の
節
で
は
宗
教
的
な
事
由
に
加
え
て
文
化
的
側
面

を
持
つ
構
成
要
素
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ

成
立
の
背
景
を
考
え
る
。

（
一
）
宗
教
的
背
景

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
以
降
、
寺
請
制
度
（
檀
家
制

度
）
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
庶
民
の
間
で
仏
教
が
広
く
深
く
浸
透
し
、
庶
民
仏
教

の
時
代
が
到
来
し
た
。国
内
に
は
数
多
く
の
宗
派
が
あ
る
が
、善
之
丞
の
生
ま
れ
育
っ

題名 『冥祥録』 『感得伝』

前付 挿絵と七言律詩

挿絵と和歌

孝感冥祥録題辞（宝州）

孝感冥祥録凡例

本文 本文 本文

評注（宝洲） 挿絵（林丹治）

後付 閲孝感冥祥録偈（定龍、実観） 閲孝感冥祥録偈（定龍、実観）

校訂の経緯（伝阿） 伊呂波和讃（無能）

孝感冥祥録喜捨助刻名位 和讃（不能）

刊行の経緯（称阿）

華頂山御蔵版目録

皇都書林麗澤堂蔵版標目録

【表１】「『冥祥録』『感得伝』構成表」
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た
奥
羽
二
州
は
、
元
来
浄
土
宗
寺
院
の
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
長
谷
川
氏
に
よ
る

と
、
現
代
で
も
福
島
県
に
残
る
一
五
一
〇
寺
の
寺
院
を
宗
派
別
に
比
較
す
る
と
、
最

も
多
い
の
が
曹
洞
宗
で
四
六
八
寺
、
浄
土
宗
は
一
六
一
寺
で
あ
り
、
僅
か
十
一
パ
ー

セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
来
世
主
義
的
と
い
う
よ
り
現
世
主
義
的
な
信
仰
風
土
を
持
つ
地

域
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
21
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
育
っ
た
善
之
丞
が
来
世
主
義
的
性
格
を
持
つ
物
語
の
主
人

公
と
な
っ
た
の
は
、
浄
土
宗
捨
世
派
念
仏
聖
無
能
上
人
と
、
そ
の
念
仏
集
団
の
存
在

に
起
因
し
て
い
る
。
無
能
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
磐
城
国
に
生
ま
れ
、
十
七
歳

の
時
伊
達
郡
桑
折
町
大
安
寺
で
出
家
す
る
と
、
そ
の
後
江
戸
の
増
上
寺
等
で
も
修
学

し
た
が
、最
終
的
に
は
専
修
念
仏
に
帰
結
し
、日
課
十
万
遍
以
上
を
為
し
た
22
。ま
た
、

無
能
の
も
と
に
は
信
者
の
霊
験
譚
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
端
は
『
近
代

奥
羽
念
仏
験
記
』（
以
下
、『
験
記
』
と
省
略
す
る
）
や
『
行
業
記
』
に
詳
し
い
。
無

能
は
、
特
に
晩
年
の
五
年
間
に
お
い
て
熱
心
な
布
教
活
動
を
し
た
が
、
長
谷
川
氏
の

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
中
で
も
善
之
丞
の
住
む
伊
達
郡
周
辺
に
は

・
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
九
月
の
伊
達
郡
北
半
田

・
同
五
年
（
一
七
一
五
）
十
一
月
三
日
か
ら
十
四
日
の
伊
達
郡
桑
折
大
安
寺

・�

同
六
年
（
一
七
一
六
）
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
伊
達
郡
藤
田
大
千
寺
、
保

原
浄
運
寺
、
梁
川
称
名
寺

・
改
元
後
の
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
八
月
の
川
俣
東
円
寺

等
で
巡
教
の
た
め
訪
れ
て
い
る
23
。

ま
た
、『
感
得
伝
』
は
善
之
丞
が
経
験
し
た
信
仰
体
験
を
記
録
し
た
と
い
う
実
話

実
録
性
を
持
つ
が
、
そ
れ
と
関
係
す
る
と
思
し
き
善
之
丞
の
父
・
善
四
郎
の
口
上
書

が
、
享
保
元
年
十
月
十
九
日
付
で
無
能
上
人
著
述
の
『
験
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
24
。な
お
、享
保
元
年
は『
感
得
伝
』に
お
い
て
善
之
丞
は
数
え
で
十
五
歳
に
な
り
、

こ
の
年
の
二
月
十
二
日
に
地
獄
極
楽
巡
り
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
頃
か
ら
『
冥
祥
録
』
刊
行
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
ま
で
の
間
に
、
善
之
丞

の
話
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
我
々
が
知
る
内
容
の
信
仰
体
験
が
形
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

長
谷
川
氏
は
『
感
得
伝
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら
長
編
小
説
の
体
裁
を
成

し
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
も
っ
と
簡
潔
な
話
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い

る
25
。
ま
た
、
後
小
路
氏
も
善
之
丞
の
信
仰
体
験
も
念
仏
集
団
の
中
で
共
有
さ
れ
成

長
し
た
こ
と
26
、
内
村
氏
は
よ
り
具
体
的
に
『
冥
祥
録
』
凡
例
に
お
い
て

又
録
中
に
。
菩
薩
如
意
を
持
た
ま
ふ
な
ど
い
へ
る
事
有
。
善
之
丞
も
と
よ
り
一
文

不
知
の
童
子
な
れ
バ
。
如
意
と
い
ふ
物
か
つ
て
し
ら
ず
。
只
何
や
ら
ん
御
手
に
持

給
ふ
と
い
ふ
を
。
傍
人
其
形
を
一
一
推
し
た
づ
ね
て
。
如
意
な
り
と
い
ふ
こ
と
を

知
り
ぬ
。
か
や
う
の
事
甚
多
し
。
此
一
を
以
て
余
を
准
知
す
べ
し
27

と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
引
用
し
、
こ
の
「
一
一
推
し
た
づ
ね
」
る
過
程
で
善
意
に
よ

る
無
意
識
の
誘
導
尋
問
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
い
る
28
。

加
え
て
、
堤
氏
は
勧
化
本
の
流
れ
と
し
て
、
享
保
末
期
頃
か
ら
短
編
説
話
編
纂
に

よ
る
編
述
形
式
で
は
な
く
、
長
編
化
志
向
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
摘

し
た
29
。『
冥
祥
録
』
の
刊
行
も
享
保
期
の
こ
と
で
あ
り
、
堤
氏
が
指
摘
す
る
勧
化

本
の
流
れ
と
時
期
が
同
じ
で
あ
る
。
善
之
丞
の
話
が
意
識
的
に
し
ろ
無
意
識
的
に
し

ろ
、念
仏
集
団
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
長
編
化
し
、『
冥
祥
録
』並
び
に『
感

得
伝
』
刊
行
へ
の
流
れ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
念
仏
集
団
と
無
能
上
人
の
宗
教
意
識
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
か
分
類
す
る
と
、
下
記
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究
の

成
果
を
元
に
、『
感
得
伝
』
で
も
見
え
る
宗
教
意
識
を
筆
者
が
分
類
し
た
。

①
神
仏
に
よ
る
霊
験

無
能
は
熱
心
な
捨
世
派
の
僧
侶
で
あ
っ
た
が
、
他
宗
教
に
も
寛
容
な
人
物
で
も

あ
っ
た
。
長
谷
川
氏
は
無
能
の
民
間
信
仰
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
招
か
れ
た
地

の
鎮
守
社
に
必
ず
参
詣
し
、
説
法
に
支
障
な
く
聴
衆
が
よ
く
信
心
を
起
こ
す
よ
う
に

（49）
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加
護
を
祈
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
か
説
法
の
座
で
聴
衆
が
鎮
守
の
来
現
を
感
じ
帰
依

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
30
。

『
感
得
伝
』
で
も
善
之
丞
の
与
っ
た
神
仏
に
よ
る
霊
験
は
多
く
、
鎮
守
八
幡
宮
の

八
幡
大
菩
薩
は
「
汝
父
が
為
に
我
に
祈
る
志
浅
か
ら
ず
。（
中
略
）
是
よ
り
南
に
あ

た
り
て
桑
折
の
薬
師
如
来
、
又
万
勝
寺
村
の
観
世
音
へ
毎
夜
詣
で
、
丹
誠
を
抽
で
祈

な
ば
、
必
ず
感
応
あ
る
べ
き
ぞ
」31
と
述
べ
、
善
之
丞
が
三
社
詣
り
を
す
る
よ
う
勧

め
て
い
る
。
他
、
三
社
詣
り
の
道
中
出
会
っ
た
山
神
は
「
汝
父
が
重
病
を
か
な
し
み
、

毎
夜
三
所
へ
詣
る
事
た
ぐ
ひ
な
き
孝
心
な
り
。
弥
々
信
心
怠
ら
ず
ば
所
願
成
就
す
べ

し
」32
と
励
ま
し
て
い
る
。
加
え
て
、
内
村
氏
は
同
じ
く
道
中
出
会
っ
た
僧
形
八
幡

神
が
連
れ
る
「
こ
ん
で
い
駒
」
は
、『
冥
祥
録
』
評
注
に
あ
る
通
り
『
仏
説
太
子
瑞

応
本
起
経
』
に
お
け
る
「
揵
陟
」、
即
ち
釈
迦
の
白
馬
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
33
。

こ
の
よ
う
に
、『
感
得
伝
』
で
は
念
仏
勧
化
を
加
護
す
る
神
と
し
て
の
神
道
信
仰

が
強
く
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
神
仏
習
合
思
想
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
無
能

の
宗
教
意
識
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

②
仏
罰
に
よ
る
病
・
障
が
い
と
念
仏
に
よ
る
こ
れ
ら
の
治
病

悪
因
悪
果
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
に
お
い
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

背
負
う
こ
と
は
、
因
果
に
よ
る
も
の
と
い
う
考
え
が
存
在
し
た
。
こ
の
考
え
は
『
冥

祥
録
』
と
『
感
得
伝
』
に
も
見
ら
れ
、
善
四
郎
の
病
も
善
之
丞
の
障
が
い
の
要
因
も

そ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
で
善
因
善
果
と
も
い
う
よ
う
に
、
地
獄
極
楽
巡

り
の
体
験
や
日
課
念
仏
の
実
践
、
出
家
の
後
は
治
癒
し
て
い
る
。
無
能
の
周
囲
で
は

こ
の
よ
う
な
治
病
の
現
益
報
告
が
非
常
に
多
く
、『
験
記
』
に
は
前
述
の
よ
う
に
善

之
丞
の
父
親
の
報
告
例
「
善
四
郎
口
上
書
」
が
あ
る
。

浄
土
宗
に
お
い
て
治
病
等
の
現
益
は
、
本
来
の
目
的
た
る
正
念
往
生
に
付
随
す
る

利
益
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
民
衆
は
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
。
長
谷
川
氏
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

生
き
仏
と
し
て
の
無
能
に
よ
る
日
課
授
与
は
、
本
人
の
意
図
と
は
無
関
係
に
、

多
く
の
場
合
そ
の
病
を
治
癒
さ
せ
る
宗
教
的
処
方
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、（
中

略
）
現
益
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
信
者
の
念
仏
の
信
仰
と
修
行
は

一
層
増
進
せ
し
め
ら
れ
て
い
っ
た
34

治
病
を
期
待
し
て
の
信
仰
は
『
験
記
』
に
も
見
え
、「
善
四
郎
口
上
書
」
で
は
ハ

ン
セ
ン
病
に
対
す
る
数
々
の
治
療
を
し
て
も
効
果
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
無
能
か

ら
日
課
を
拝
受
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
感
得
伝
』
で
は
信
心
を
起

こ
し
て
日
課
を
行
っ
た
こ
と
で
ハ
ン
セ
ン
病
が
治
っ
た
善
四
郎
を
、
無
能
は
法
座
に

て
「
念
仏
の
力
に
て
、
悪
病
か
く
の
ご
と
く
、
快
然
し
た
り
と
て
、
其
姿
を
見
せ
て

示
し
」35
、
聴
衆
と
話
を
共
有
し
た
。
こ
れ
を
見
た
聴
衆
は
、
自
ら
も
治
病
の
現
益

を
与
り
た
い
と
願
い
、
ま
た
快
方
に
向
か
っ
た
の
は
無
能
の
日
課
授
与
に
よ
る
も
の

と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

江
戸
時
代
は
、
檀
家
制
度
等
に
よ
り
仏
教
が
世
俗
化
し
た
時
代
だ
っ
た
。
堤
氏
は
、

そ
の
よ
う
な
な
か
で
説
法
僧
が
、
庶
民
の
ほ
と
け
と
も
い
う
べ
き
観
音
や
地
蔵
等
の

霊
験
を
語
り
、
現
益
志
向
の
庶
民
ら
の
信
仰
心
に
訴
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
36
。
善

之
丞
の
周
辺
環
境
は
、
現
益
志
向
が
強
い
風
土
で
あ
っ
た
た
め
、
無
能
周
辺
で
起
き

た
現
益
の
報
告
は
、
地
蔵
菩
薩
と
同
一
視
さ
れ
た
無
能
に
対
し
、
民
衆
が
期
待
し
た

信
仰
に
よ
る
利
益
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
書
籍
と
し
て
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
仏
罰
に
よ
る
病
・
障
が
い
と
念
仏
に
よ
る
治
病
は
、
読
者
の
信
心
を
励

起
す
る
た
め
に
重
要
な
構
成
で
あ
る
。
善
之
丞
の
身
近
な
出
来
事
で
あ
り
、
信
者
の

間
で
共
有
さ
れ
た
現
益
の
一
つ
と
し
て
、
善
四
郎
の
治
病
報
告
が
『
感
得
伝
』
に
組

み
込
ま
れ
た
の
は
当
然
の
流
れ
と
言
え
よ
う
。

③
地
蔵
菩
薩
の
示
現
た
る
無
能
上
人
の
称
揚

無
能
の
周
辺
で
起
き
た
現
益
に
は
、
数
々
の
瑞
相
感
見
も
あ
っ
た
。
長
谷
川
氏
の

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
無
能
が
金
色
の
仏
身
に
変
じ
た
例
の
ほ
か
、
法
座
で
無
能
の

（50）
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顔
を
見
上
げ
た
と
こ
ろ
姿
は
い
つ
と
も
な
く
消
え
、そ
の
後
に
地
蔵
菩
薩
が
顕
現
し
、

ま
た
無
能
の
姿
に
戻
っ
た
と
い
う
例
等
が
あ
る
37
。『
感
得
伝
』
で
も
善
之
丞
が
受

け
た
霊
夢
で
、
無
能
が
自
身
の
こ
と
を
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
述
べ
る
場
面
が
あ
り
、

無
能
の
本
地
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
こ
と
は
彼
を
信
奉
す
る
信
者
の
共
通
認
識
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

「
善
四
郎
口
上
書
」
に
も
記
載
の
通
り
、
無
能
は
霊
験
に
与
っ
た
信
者
か
ら
報
告

を
受
け
る
と
日
課
念
仏
を
加
増
し
、
ま
た
法
座
で
は
信
者
を
聴
衆
の
前
に
示
し
て
説

法
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
信
者
ら
は
自
ら
も
瑞
相
感
見
に
与
り
た
い

と
願
い
、
ま
た
実
際
に
経
験
し
た
信
者
を
話
題
に
し
て
話
し
合
う
こ
と
は
多
か
っ
た

だ
ろ
う
。
霊
験
譚
の
熱
望
と
共
有
に
よ
っ
て
、
無
能
へ
の
帰
依
と
信
仰
は
更
に
強
い

も
の
に
な
り
、
善
之
丞
の
地
獄
極
楽
巡
り
譚
の
成
立
、
普
及
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

④
冥
界
観

『
冥
祥
録
』
と
『
感
得
伝
』
の
冥
界
観
に
も
、
無
能
並
び
に
そ
の
周
辺
の
宗
教
意

識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。後
小
路
氏
は「
善
之
丞
は
極
楽
の
地
面
が「
一

足
ふ
み
し
か
ば
、
柔
に
し
て
く
ぼ
み
入
る
事
四
寸
ば
か
り
」
と
四
寸
く
ぼ
ん
だ
と
し

て
い
る
が
、
無
能
も
臨
終
近
く
極
楽
を
感
見
し
て
「
地
は
悉
く
金
色
に
て
軟
か
な
り
、

履
む
時
は
窪
み
入
る
こ
と
四
寸
な
り
」
と
厭
求
に
告
げ
て
い
る
」こ
と
か
ら
、「
こ
の

話
の
成
長
は
善
之
丞
の
中
で
な
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
厭
求
を
中
心
と
し
た

無
能
の
念
仏
集
団
の
中
で
な
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
、
よ
り
実
際
に
即
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
」38
と
指
摘
し
た
。

「
極
楽
の
地
面
を
踏
む
と
四
寸
ほ
ど
窪
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
は
、

無
能
や
善
之
丞
だ
け
で
は
な
い
。
他
に
も
、『
行
業
記
』
に
収
録
さ
れ
た
信
夫
郡
沢

又
村
の
斎
藤
利
八
と
い
う
信
者
の
極
楽
感
見
譚
に
見
ら
れ
39
、
無
能
と
信
者
の
間
で

共
通
し
た
極
楽
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。『
行
業
記
』
の
善
之
丞
を
紹
介

す
る
項
目
で
は
、「
此
善
之
丞
と
い
へ
る
は
。
先
立
て
地
蔵
菩
薩
か
た
じ
け
な
く
も
。

ミ
づ
か
ら
道
指
南
し
給
ひ
て
。
親
に
地
獄
・
極
楽
の
あ
り
さ
ま
を
見
せ
し
め
給
ひ
。

種
々
の
現
益
に
預
り
し
者
な
り
」40
と
記
し
て
あ
り
、
彼
の
経
験
は
集
団
の
中
で
現

益
、
功
徳
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
念
仏
集
団
で
共
有
さ
れ
た
た

め
に
無
能
の
極
楽
感
見
譚
と
記
述
が
摺
り
合
わ
さ
れ
、
周
辺
の
宗
教
意
識
が
反
映
さ

れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
理
解
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

無
論
、
成
立
背
景
は
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
広
義
に
は
出
版
文
化
の
隆
盛
に
よ
る
説

教
台
本
や
勧
化
本
の
流
通
、
絵
解
き
の
普
及
等
が
複
合
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
国

的
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
気
運
で
あ
り
、
一
つ
の
時
流
、
文
化
と
も
と
れ
る
た
め
、

考
察
は
次
で
述
べ
る
。

（
二
）
文
化
的
背
景

①
絵
解
き
の
流
行

渡
邊
昭
五
氏
は
、
古
代
か
ら
中
世
の
信
仰
と
関
心
の
変
化
に
つ
い
て
、「
自
力
に

よ
る
持
律
持
戒
の
善
人
正
機
仏
教
が
中
世
期
に
入
っ
て
の
悪
人
正
機
へ
の
転
換
に
お

い
て
、
易
行
に
よ
る
往
生
に
性
格
を
変
え
（
中
略
）、
持
戒
に
よ
る
上
へ
の
極
楽
へ

の
願
望
よ
り
も
、無
為
怠
惰
に
お
い
て
の
下
へ
落
ち
る
地
獄
へ
の
恐
怖
の
方
が
、も
っ

ぱ
ら
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
」41
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
汲
み
、
中

世
以
降
は
地
獄
極
楽
を
視
覚
的
に
表
現
し
た
作
品
が
増
え
た
。

例
え
ば
、
中
世
末
期
以
降
熊
野
比
丘
尼
ら
は
橋
や
招
か
れ
た
屋
内
等
で
「
熊
野
観

心
十
界
曼
荼
羅
」
の
絵
解
き
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
画
中
に
は
目
連
救
母
説
話
や

老
い
の
坂
図
の
ほ
か
、
賽
の
河
原
や
血
の
池
地
獄
等
、
従
来
の
地
獄
絵
に
は
な
い
偽

経
等
を
元
に
し
た
新
た
な
図
様
が
描
か
れ
た
。
小
栗
栖
健
治
氏
は
こ
れ
ら
を
「
人
の

生
き
様
と
家
の
継
承
に
結
び
つ
く
題
材
」
と
し
、
同
曼
荼
羅
を
「
十
六
世
紀
後
期
以

降
に
成
立
す
る
他
の
地
獄
絵
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、そ
れ
ら
を
総
合
的
に
取
り
入
れ
」

た
「「
家
」
社
会
の
地
獄
絵
」
と
し
て
い
る
42
。「
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
」
は
当
時

の
社
会
構
造
、
思
想
等
に
合
致
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
様
は
近

世
大
い
に
広
ま
り
、
地
獄
の
呵
責
を
描
い
た
典
型
的
な
場
面
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ

（51）
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う
に
な
っ
た
。
な
お
、『
冥
祥
録
』
と
『
感
得
伝
』
に
も
、
賽
の
河
原
や
血
の
池
地

獄
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。『
冥
祥
録
』
評
注
で
は
、
当
時
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

る
と
は
言
え
、
経
典
に
依
ら
な
い
地
獄
の
情
景
で
あ
る
と
の
断
り
が
記
さ
れ
て
お

り
43
、
絵
解
き
文
化
の
影
響
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

②
出
版
文
化
の
隆
盛

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
限
ら
れ
た
階
層
に
の
み
供
さ
れ
た
書
籍
が
、
庶
民

も
気
軽
に
親
し
め
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
勧
化
本
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
江
戸
期
の

勧
化
本
研
究
の
大
家
で
あ
る
後
小
路
氏
の
纏
め
た
「
増
訂
近
世
勧
化
本
刊
行
略
年
表
」

で
は
、
や
は
り
寛
永
年
間
前
後
か
ら
徐
々
に
刊
行
さ
れ
始
め
、
寛
文
年
間
か
ら
盛
ん
に

刷
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
44
。
ま
た
、
勧
化
本
で
な
く
と
も
、
日
本
人
の
地
獄
極
楽
観
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
よ
う
な
仏
書
や
、
有
名
な
地
獄
極

楽
巡
り
譚
の
一
つ
『
富
士
の
人
穴
草
子
』、
曾
我
休
自
の
『
為
愚
痴
物
語
』、
浅
井
了
意

の
『
御
伽
婢
子
』
等
の
挿
絵
付
き
仮
名
草
子
等
が
近
世
初
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
論
に
お
い
て
、
仏
書
・
草
子
類
を
一
括
り
に
論
じ
る
意
図
は
な
い
が
、
近
世
に

お
い
て
信
仰
と
生
活
は
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
後
小
路
氏
は
『
近
世
往
生

伝
』
の
草
子
を
読
ん
で
信
心
を
得
た
西
陣
の
機
織
り
の
女
を
例
に
と
っ
て
、
唱
導
教

化
に
よ
っ
て
仏
道
を
志
し
信
仰
す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
45
。
上

記
の
仮
名
草
子
の
多
く
は
、
生
活
の
延
長
線
上
に
あ
る
信
仰
体
験
が
多
く
選
ば
れ
収

録
さ
れ
て
お
り
、
読
者
層
に
と
り
身
近
な
設
定
の
登
場
人
物
の
説
話
は
、
そ
れ
だ
け

影
響
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
上
記
に
挙
げ
た
草
子
類
の
作
者
が
、

僧
侶
や
そ
れ
に
類
す
る
立
場
と
思
し
き
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
両
者
を
完
全
に
分

別
す
る
の
を
難
し
く
し
て
い
る
。

加
え
て
、
書
籍
と
い
う
形
態
に
限
ら
ず
と
も
、
人
々
の
冥
界
観
の
定
着
に
影
響
を

与
え
た
出
版
物
が
あ
る
。
中
で
も
「
浄
土
双
六
」
は
そ
の
最
た
る
例
と
言
え
よ
う
。

岩
城
紀
子
氏
は
、
万
治
年
間
か
ら
寛
文
年
間
の
俳
諧
書
に
「
浄
土
双
六
」
に
関
す
る

句
が
見
ら
れ
46
、
こ
の
頃
に
は
「
浄
土
双
六
」
が
遊
郭
や
日
待
・
月
待
行
事
等
の
庶

民
が
集
う
席
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
普
及
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
47
。
ま
た
、
遊
び

と
教
育
の
両
方
の
要
素
を
持
つ
双
六
は
各
家
庭
に
お
い
て
も
親
し
ま
れ
、
近
世
か
ら

近
代
を
通
し
て
地
獄
極
楽
、
善
悪
等
教
訓
的
意
味
合
い
を
持
つ
様
々
な
テ
ー
マ
で
出

版
さ
れ
た
。

何
れ
に
せ
よ
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
出
版
物

を
媒
介
と
し
た
近
世
民
間
仏
教
の
浸
透
は
、
仏
教
怪
異
小
説
・
初
期
読
本
（
勧
化
も

の
）
の
盛
行
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
極
楽
の
情
景
や
地
獄
で
の
厳
し
い
呵
責
、
地

蔵
菩
薩
に
よ
る
救
済
等
、
人
々
の
冥
界
観
を
よ
り
明
確
に
し
た
48
。

③
孝
子
説
話
の
流
行

江
戸
時
代
は
孝
子
説
話
が
非
常
に
持
て
囃
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
特
に
、
中
国

で
生
ま
れ
た
「
二
十
四
孝
」
は
、
近
世
に
入
り
出
版
技
術
が
確
立
す
る
と
、
文
題
・

画
題
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
諸
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、
徳
田
進
氏
は
『
孝

子
説
話
集
の
研
究
近
世
篇
―
二
十
四
孝
を
中
心
に
―
』
の
第
二
章
「
孝
子
伝
の
盛
況
」

に
お
い
て
、『
冥
祥
録
』
の
紹
介
を
し
て
い
る
49
。
研
究
史
の
上
で
も
善
之
丞
の
物

語
は
孝
子
説
話
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

本
来
、「
孝
」
と
い
う
思
想
は
儒
教
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
近
世
に

刊
行
さ
れ
た
孝
子
伝
の
中
で
、
当
代
の
国
内
に
お
け
る
事
物
を
初
め
て
取
り
上
げ
た

の
は
、
僧
侶
に
よ
る
著
作
で
あ
っ
た
。
従
来
こ
の
「
孝
」
の
受
容
か
ら
本
朝
物
の
展

開
は
、（
一
）『
二
十
四
孝
』
等
に
よ
っ
て
中
国
古
典
を
受
容
し
→
（
二
）
浅
井
了
意

『
大
倭
二
十
四
孝
』（
寛
文
五
年
〈
一
六
六
五
〉）
他
で
日
本
古
典
へ
の
注
目
が
起
こ

り
→
（
三
）
藤
井
懶
斎
『
本
朝
孝
子
伝
』（
天
和
四
年
／
貞
享
元
年
〈
一
六
八
四
〉）

「
今
世
」
部
で
日
本
の
当
代
へ
の
視
点
転
換
が
起
き
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
近

年
の
研
究
で
勝
又
基
氏
は
、（
一
）『
二
十
四
孝
』
等
に
よ
っ
て
中
国
古
典
を
受
容
し

→
（
二
）
元
政
『
釈
氏
二
十
四
孝
』（
明
暦
元
年
〈
一
六
五
五
〉）
で
日
本
古
典
へ
の

注
目
が
起
こ
り
→
（
三
）
高
泉
『
釈
門
孝
伝
』（
寛
文
六
年
〈
一
六
六
六
〉）
初
印
本

で
中
国
当
代
へ
の
注
目
が
さ
れ
た
こ
と
で
→
（
四
）『
釈
門
孝
伝
』
修
訂
本
で
日
本

（52）
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の
当
代
へ
の
視
点
転
換
が
起
き
た
と
指
摘
し
た
50
。
主
に
、
儒
仏
論
争
で
の
護
法
が

理
由
と
さ
れ
る
が
、
勝
又
氏
は
『
釈
門
孝
伝
』
刊
行
後
の
、
当
代
の
日
本
に
も
孝
僧

は
い
る
と
い
う
反
響
も
要
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
51
。
一
般
的
に
、
江
戸
時
代
は
仏

教
よ
り
も
儒
教
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
教
側
は
た
だ
旧
勢
力

と
し
て
座
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
積
極
的
に
「
孝
の
重
視
」
と
い
う
儒
教
思

想
も
取
り
入
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
『
感
得
伝
』
が
仏
教
側
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
自
然
な
こ
と

と
言
え
よ
う
。『
感
得
伝
』
は
、
そ
の
題
の
頭
に
「
孝
子
」
と
銘
打
っ
て
あ
る
よ
う
に
、

作
中
で
善
之
丞
が
起
こ
し
た
行
動
の
起
因
は
孝
行
心
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際

直
面
し
た
困
難
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て
、宗
教
的
な
方
法
を
実
践
し
た
と
言
え
る
。

最
終
的
に
善
之
丞
は
父
母
の
反
対
を
説
得
し
、
ま
た
父
母
も
善
之
丞
を
出
家
さ
せ
る

よ
う
霊
夢
を
見
た
こ
と
で
許
さ
れ
、
剃
髪
出
家
す
る
が
、
こ
こ
に
儒
教
よ
り
も
仏
教

を
優
先
す
る
仏
教
側
ら
し
き
思
想
が
見
え
る
。

な
お
、『
感
得
伝
』に
は
そ
の
関
連
作
品
の
一
形
態
と
し
て
、「
本
朝
廿
四
孝
」の「
信

濃
国
善
之
丞
」、「
皇
国
二
十
四
功
」
の
「
信
濃
国
の
孝
子
善
之
丞
」
と
い
う
錦
絵
が

あ
る
。
共
に
「
二
十
四
孝
」
を
画
題
と
し
、
国
内
で
も
孝
行
・
忠
義
を
尽
く
し
た
こ

と
で
有
名
な
人
物
を
選
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
善
之
丞
の
体
験
が
単
な
る
霊
験
譚
・
功

徳
譚
で
は
な
く
、
地
獄
極
楽
巡
り
、
孝
子
説
話
と
複
合
的
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、『
冥
祥
録
』
が
仏
教
側
や
孝
を
持
て
囃
す
庶
民
に
も
人
気
を
博
し
、
続
く

『
感
得
伝
』や
関
連
す
る
錦
絵
が
制
作
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
章

本
文
と
挿
絵
の
表
象
と
特
色

一

本
文
と
挿
絵
の
内
容

概
要
と
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
触
れ
た
と
こ
ろ
で
、
次
い
で
『
冥
祥
録
』
と
『
感

得
伝
』
の
各
々
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。『
感
得
伝
』
の
本
文
は
先
行
作

品
の
『
冥
祥
録
』
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
相
違
点
は
主
に
構
成
や
挿
絵

に
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
『
冥
祥
録
』
と
『
感
得
伝
』
を
構

成
す
る
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
で
変
化
点
を
整
理
し
、
そ
の
後
『
感
得
伝
』
そ
の
も

の
の
特
徴
と
し
て
、
本
文
と
挿
絵
の
対
応
関
係
、
挿
絵
の
表
象
自
体
の
特
徴
等
を
検

討
す
る
。
な
お
、
両
書
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
【
表
１
】
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）『
孝
感
冥
祥
録
』

①
本
文

『
冥
祥
録
』
か
ら
『
感
得
伝
』
へ
改
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
物
語
本
文
に
大
き

な
変
更
点
は
な
い
。
多
く
は
語
句
を
平
仮
名
と
漢
字
の
何
れ
か
に
改
め
る
か
、
接
続

詞
等
の
文
中
の
一
語
が
増
減
す
る
程
度
で
あ
る
。
他
に
、
編
集
の
際
段
落
が
前
後
し

て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
物
語
の
構
成
上
さ
ほ
ど
影
響
は
な
い
。
両
書
の
本
文
を
比

較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
該
当
す
る
の
は
管
見
の
限
り
二
か
所
の
み
で
あ
っ
た
。
一
か

所
目
と
し
て
は
、『
冥
祥
録
』
下
巻
の
地
獄
極
楽
巡
り
か
ら
帰
還
し
た
後
の
場
面
で

・�「
地
獄
極
楽
感
見
の
後
ハ
。
片
時
も
早
く
剃
髪
支
度
念
願
に
て
候
へ
ど
も
（
後
略
）」52

・�「
極
楽
拝
見
の
後
思
ふ
や
う
。
あ
れ
程
結
構
な
る
極
楽
へ
ま
い
ら
ず
。
か
か
る

浅
間
し
き
娑
婆
に
逗
留
せ
ん
事
無
益
な
り
。（
後
略
）」53

と
い
う
二
つ
の
段
落
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
程
度
で
、
二
か
所
目
も
同
じ
く
地
獄
極

楽
巡
り
帰
還
後
に
冥
界
で
の
出
来
事
を
思
い
出
す
場
面
で
あ
る

・�「
或
所
に
て
。
当
麻
曼
荼
羅
を
拝
ま
せ
候
へ
バ
。
手
を
う
つ
て
申
候
ハ
。（
後
略
）」54

・�「
又
或
夕
ぐ
れ
に
。庵
室
に
て
お
も
て
を
詠
め
居
て
。頻
に
落
涙
せ
し
ゆ
へ
。（
後

略
）」55

と
い
う
段
落
が
前
後
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
何
れ
も
隣
り
合
っ
た
段
落
の
順
序

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
程
度
の
違
い
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
そ
の
も
の
が
脱
落
す
る
こ
と
は
少
な
く
、『
冥
祥
録
』
下
巻
の
極
楽

巡
り
の
中
に
あ
る
以
下
の
段
落
が
『
感
得
伝
』
で
抜
け
落
ち
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。

・�「
又
上
品
の
菩
薩
達
。
を
の
を
の
白
蓮
の
上
に
乗
り
居
給
ひ
て
数
百
体
づ
つ
一

所
に
集
り
余
念
な
く
御
物
語
し
給
ふ
あ
り
。
其
声
の
出
る
に
随
て
。
光
明
御
口

（53）
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よ
り
出
。
ち
ら
ち
ら
と
虚
空
に
舞
ひ
上
り
ぬ
」56

ど
ち
ら
も
物
語
上
重
要
な
変
更
点
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
偶
発
的
な
も
の
で
あ
る

と
推
測
す
る
。

②
挿
絵

『
感
得
伝
』
は
『
冥
祥
録
』
に
挿
絵
を
多
く
加
え
た
も
の
だ
が
、
元
々
『
冥
祥
録
』

に
お
い
て
挿
絵
は
少
な
く
、
巻
頭
の
口
絵
一
丁
分
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
挿
絵
は
半

丁
ず
つ
異
な
る
場
面
を
描
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

・
善
之
丞
が
地
蔵
と
共
に
地
獄
極
楽
巡
り
へ
旅
立
つ
場
面
【
図
２
】

・�

善
之
丞
が
父
善
四
郎
の
病
気
平
癒
の
た
め
参
詣
し
て
い
た
道
中
、
僧
形
八
幡
神
に

助
け
ら
れ
薬
師
堂
か
ら
観
音
堂
へ
と
向
か
う
場
面
【
図
３
】

を
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
作
中
の
主
要
な
場
面
と
目
さ
れ
る
地
獄
極
楽
の
場
面
で

は
な
く
、
現
世
或
い
は
現
世
と
あ
の
世
の
境
で
神
仏
か
ら
利
益
を
受
け
る
場
面
を
挿

絵
と
し
て
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
『
冥
祥
録
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
絵
に
着
目
す
る
。【
図
２
】
で
は
、
善
之
丞

が
地
蔵
と
共
に
地
獄
極
楽
巡
り
へ
旅
立
つ
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
地
蔵
菩
薩
は
左

手
に
宝
珠
、
右
手
に
六
道
を
遍
歴
遊
行
す
る
た
め
の
錫
杖
を
持
ち
、
蓮
華
座
に
立
ち

善
之
丞
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
善
之
丞
は
右
手
で
地
蔵
菩
薩
の
錫
杖
を
握
り
、
左
手

は
与
願
印
の
よ
う
な
印
相
を
示
す
。
物
語
内
で
は
ま
さ
に
地
獄
極
楽
巡
り
へ
出
発
す

る
と
い
う
場
面
だ
が
、
挿
絵
で
は
こ
れ
か
ら
何
が
起
き
る
か
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
落
ち
着
い
た
様
子
の
善
之
丞
が
描
か
れ
て
い
る
。
信
心
深
い
善
之
丞
自
身
の
聖
性

を
感
じ
さ
せ
る
と
共
に
、
物
語
全
体
の
象
徴
的
な
場
面
を
示
し
て
い
る
。

次
い
で
、【
図
３
】
を
検
討
す
る
。
こ
の
場
面
を
物
語
本
文
で
は
、
以
下
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。

其
齢
六
十
あ
ま
り
の
高
僧
。
黒
き
衣
を
め
し
。
白
き
裸
背
馬
を
曳
来
り
。
善
之
丞

か
身
の
雪
打
払
ひ
て
。
彼
馬
に
乗
せ
給
ふ
。（
中
略
）
則
飛
が
ご
と
く
中
を
走
り
。

し
ば
し
が
間
に
薬
師
堂
に
着
ぬ
。（
中
略
）
薬
師
堂
よ
り
。
菩
薩
の
か
た
ち
な
る

が
十
二
人
。
幢
天
蓋
な
ど
さ
し
か
ざ
し
た
ま
ひ
て
。
馬
の
前
後
を
と
り
か
こ
み
て

送
り
給
ひ
し
が
。
其
内
一
人
の
菩
薩
仰
ら
れ
し
ハ
。
念
仏
し
て
極
楽
に
往
生
す
る

人
を
バ
。
我
我
十
二
人
に
て
か
く
の
如
く
送
る
ぞ
と
宣
ひ
け
る
57
。

し
か
し
挿
絵
を
確
認
す
る
と
、
幾
つ
か
本
文
と
異
な
る
描
写
が
確
認
出
来
る
。
例

え
ば
本
文
で
は
「
裸
背
馬
」、
つ
ま
り
鞍
を
置
い
て
い
な
い
馬
で
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、挿
絵
で
は
馬
に
杏
葉
の
付
い
た
胸
繋
や
腹
帯
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、

善
之
丞
も
鞍
の
前
輪
部
分
を
握
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
で
は
薬
師
堂
か
ら
十
二
尊

の
菩
薩
が
随
行
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
挿
絵
に
描
か
れ
る
随
行
者
ら
は
何
れ
も

【図２】『孝感冥祥録』（享保19
年〈1735〉刊、横山邦治氏蔵）
「新日本古典籍総合データ
ベース」より、半丁部分のみ

【図３】『孝感冥祥録』（享保19
年〈1735〉刊、横山邦治氏蔵）
「新日本古典籍総合データ
ベース」より、半丁部分のみ

（54）

『孝子善之丞感得伝』研究―絵入勧化本における地獄の表象と版本上の展開―（遠藤美織）

― 195 ―



甲
冑
に
身
を
包
み
、
沓
を
履
き
、
鉾
等
の
武
器
を
所
持
し
て
い
る
。
菩
薩
の
装
束
は

古
代
イ
ン
ド
の
王
族
を
模
し
た
も
の
で
あ
り
、
髪
を
結
い
上
げ
、
地
肌
に
衣
を
纏
い
、

宝
冠
や
胸
飾
等
の
装
身
具
で
飾
り
立
て
た
華
や
か
な
姿
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
を

考
慮
す
る
と
、
挿
絵
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
菩
薩
と
い
う
よ
り
も
天
に
類
似
し
て
い

る
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
ち
ら
の
挿
絵
は
前
者
の
挿
絵
よ
り
も
本
文
中
で
は
前
の
場

面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
違
い
か
ら
、『
冥
祥
録
』
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、
本
文
の
あ
ら
す

じ
は
知
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
確
認
不
足
な
点
が
あ
り
、
仏
教
に
関
す
る
知
識
も
ま

た
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
画
僧
の
よ
う
な
専
門
的
知
識
が
あ
る
者
で
は
な
く
、
一
般

的
な
絵
師
に
依
頼
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』

①
挿
絵
の
分
類
と
そ
の
差
の
背
景

『
感
得
伝
』
本
文
と
挿
絵
の
対
応
関
係
は
、【
表
２
】「『
感
得
伝
』
本
文
挿
絵
対
応

表
」
に
纏
め
た
通
り
で
あ
る
。
挿
絵
を
分
類
す
る
と
、
全
四
三
場
面
三
五
丁
あ
る
う

ち
、
現
世
は
全
二
四
場
面
十
六
丁
、
地
獄
は
全
十
六
場
面
十
四
・
五
丁
、
極
楽
は
全

五
場
面
四
・
五
丁
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
分
類
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
感
得
伝
』
内
で
最
も
挿
絵
の
割
合
を
多

く
占
め
る
の
は
現
世
に
関
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
善
之
丞
が
十
三
歳
の
頃
か

ら
往
生
し
た
三
六
歳
ま
で
（『
冥
祥
録
』
は
刊
行
年
が
没
年
よ
り
も
前
の
た
め
、
口

述
し
た
享
保
八
年
の
二
三
歳
ま
で
）
の
出
来
事
を
記
し
た
、
彼
の
一
代
記
と
し
て
の

側
面
を
持
つ
本
文
の
文
量
に
比
例
し
て
い
る
。

次
い
で
多
い
の
が
、
種
々
の
地
獄
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。『
感
得
伝
』
は
、
本

論
以
外
で
も
地
獄
極
楽
巡
り
譚
の
研
究
資
料
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
複

数
の
構
成
要
素
の
中
で
も
特
に
こ
の
点
に
着
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
要
因
と

し
て
、
実
在
の
少
年
の
地
獄
極
楽
巡
り
譚
と
い
う
、
近
世
に
成
立
し
た
仏
教
説
話
と

し
て
は
稀
有
な
構
成
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
庶
民
の
冥
界
観
が
浸
透
展
開
し
た
同
時

代
作
品
と
し
て
、読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
場
面
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
感
得
伝
』
の
挿
絵
を
見
て
い
る
と
、『
冥
祥
録
』
で
は
現
世
に
お
け
る
霊
験
譚
の

み
が
挿
絵
化
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
何
故
『
感
得
伝
』
で
は
地
獄
に
関
す
る
挿
絵

が
多
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
『
感
得
伝
』
刊
行
当
時
の
出
版
業

界
の
流
行
が
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
出
版
業
界
で
は
、
鳥
山
石
燕
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
『
画
図
百
鬼
夜
行
』
が
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
、
同
八
年
（
一
七
七
九
）

に
は『
今
昔
画
図
続
百
鬼
』が
続
い
て
出
版
さ
れ
て
人
気
を
博
す
等
、当
時
は
人
外
・

異
界
表
現
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
地
獄
絵
全
体
の
流
れ
と
し
て
も
、
江
戸
時
代

中
期
、
特
に
十
八
世
紀
後
半
は
、
地
獄
絵
が
地
方
に
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
58
。
澤
田
吉
左
衛
門
も
版
元
の
立
場
と
し
て
は
、
一
万
部
以
上
刊
行
さ
れ

た
と
い
う
『
冥
祥
録
』
を
改
め
新
た
に
摺
り
出
す
と
な
れ
ば
、
更
に
売
れ
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
す
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
元
々
『
感
得
伝
』
は
婦
女
子
向
け
に
、
読

者
が
親
し
み
や
す
く
感
じ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
背
景

が
合
わ
さ
っ
て
地
獄
部
分
の
挿
絵
も
多
く
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

他
に
、『
感
得
伝
』
に
あ
っ
て
『
冥
祥
録
』
に
は
な
い
挿
絵
と
し
て
は
、
極
楽
部

分
に
関
す
る
場
面
が
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、『
感
得
伝
』
の
極
楽
部
分
の
挿

絵
は
「
当
麻
曼
荼
羅
」
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
図
様
の
流
用
が
見
ら
れ
る
。

「
当
麻
曼
荼
羅
」
が
近
世
を
通
し
て
大
き
な
知
名
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
認
知
さ

れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
注
釈
書
が
何
度
か
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
天

和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
挿
絵
付
き
の
も
の
と
し
て
は
光
覚
の
『
当
麻
曼
陀
羅
科
節
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、『
感
得
伝
』
刊
行
以
前
だ
と
、
明
和
九
年

（
一
七
七
二
）
に
大
順
に
よ
っ
て
『
当
麻
曼
荼
羅
捜
玄
疏
』
が
著
さ
れ
、
後
の
安
永

三
年
（
一
七
七
四
）
に
挿
絵
付
き
の
『
当
麻
曼
荼
羅
捜
玄
疏
図
本
』（
以
下
、『
捜
玄

疏
図
本
』
と
略
称
）
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
当
麻
曼
荼
羅
」
の
図
様
が
普
及

し
、
図
解
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
が
よ
り
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
特
に
大
順

に
よ
る
両
書
は
、『
感
得
伝
』
刊
行
年
と
も
近
く
、「
当
麻
曼
荼
羅
」
の
図
様
が
版
本

で
も
普
及
し
た
こ
と
は
関
係
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（55）
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【表２】『感得伝』本文挿絵対応表
挿絵
番号 丁数 コマ

記号 本 文 備考

① １ 善之丞幼少なりといへども、只今父が討れんとするを見て、取掛り止めんとして、善之丞三ヶ所まで手
を負しか共、猶もひるまず、刀をもぎとらんと取付居たる所に、善之丞母外よりかけつけ、二人して漸
刀をうばひとり静めける。

② １ ａ 爰に或医者の云、「癩病には薬種に白蛇といふものあり。調へ来りなば、父の病癒治すべし」と。
ｂ 善之丞悦、則仙台白石の町に至り〔此道五里あり〕
ｃ 薬店にて白蛇の事をいふに、本より甚しきどもりなれば、人々一向聞わかず、そこらの者共集りて、「猿

よ唐人よ」と笑ひ居て埒明ず。され共、幸に懐中せし書付を取出しみせて、漸白蛇を調へ帰けるが、
③ １ ａ 然るに夜半ばかりに起出、 水垢離する

善之丞を描
く

ｂ 元より着がへとてもなければ、薄き布子一つ着て、素足にわらぐつはき、物すごき道を只壱人たどりけ
るに、

ｃ 七日にあたる寅のときばかりに、宝前にいづく共なく、御年三十斗かと見へさせ給ふ公家一人、冠をめし、
白き直垂、白き袴をめし、弓矢を持、白馬に乗りたまへるが顕れ給ひて、

④ 半 ａ 終日渡世のはたらきにつかれて臥けるゆへ、参詣の時刻をくれぬる事間有けり。仍て火縄に火をつけ、
暮時より夜半過る迄の分限を積置、火縄を指の間にさしはさみて寝しかば、

ｂ 風雪をおかし水をあびてぞ詣でける。 雪中歩く善
之丞を描く

⑤ 前半 ａ 其長八尺余りの赤鬼青鬼その間一町ばかりに追来りぬ。
後半 肝魂も消へ失せ道のほとりにたをれ伏しけるが、

ｂ 二月二日の夜、薬師堂より観音堂への途中にて、齢八旬斗の山伏忽然と現じ来り、「汝父が重病をかなしみ、
毎夜三所へ詣る事たぐひなき孝心なり。弥々信心怠らずば所願成就すべし」など、様々たふとき物語し
か共、

⑥ 半 又或夜観音堂に通夜せしに、前庭にて大きにうなる音せり。さしのぞきて見候へば、頭は牛のごとくに
て五間ばかりの翅ある者三つ、口より火焔を吐、羽たゝきして、堂中を目がけて直ちに来る。

⑦ 半 同六日観音堂に通夜せし寅刻ばかりに、其長堂の軒端とひとしきおそろしき姿の者八九人来り、（後略）
⑧ １ ａ ひそかに酒を調へ置、母に暇乞の酒をすゝめんと起しに行し内、不思議や此酒、人もさはらざるに残ら

ずこぼれたり。善之丞詮方なく、物いふことも叶はねば、名残惜げに母を見やり、涙ぐみて立出けるが、
（後略）

ｂ 結構なる乗物二丁、供人三十人ばかりにて、堂の上までかきあげければ、堂内忽明らか成事白昼の如し。
乗物より女性出給ふ。一人は三十歳ばかり、今一人は十七八と見えける。

ｃ 十七八斗の美女見事成銚子に盃そへ持来り、酌取てすゝめ給ふを、おしいたゞき三献まで飲けるに、其
味天の甘露もかくやと覚候。其配酌の女郎則立て面白く歌舞の袂をひるがへし、善之丞をなぐさめ給へり。

本文と相違

⑨ １ ａ 時に向を見れば、忽然として高座三ッあらわる。其上に御長七尺斗の地蔵尊座し給ひて説法しまします。
ｂ 八幡宮より薬師堂へ参る坂下にて、吹雪に逢ひ、路も見えわかず、吹かけの所へ行かゝり、一丈あまり

の雪の中に落入り、上らんとすれ共叶はず、泣さけべども甲斐なし。（中略）例の孝心出けるに、ふ思議や、
誰かはしらず忽ち上より髻を引上らる。

ｃ （不明。雪中で項垂れる善之丞と、顔を袖で抑える善之丞の母が描かれる） 本文と相違
⑩ 半 則飛がごとく中を走り、しばしが間に薬師堂に着ぬ。
⑪ 前半 ａ 薬師堂より菩薩のかたちなるが十二人、幡天蓋などさしかざしたまひて、馬の前後をとりかこみて送り

給ひしが、
後半 ｂ 扨観音堂にて、馬よりおろし給りて、黒衣の御僧と見えしは、「我はこれ汝が氏神八幡なり」と光を放て

飛去給ふ。
⑫ １ 忽ち堂内広大になりて白雲大に群起り、見るがうちに白雲こと

〵 〴

く充塞せり。其雲の上左の方に弥陀
の三尊各御長五尺余なるが往立し給へり。其次に観世音三十三体、いづれも御長五尺ばかりにて未敷蓮
花を持し、金蓮に乗じて立給ふ。又薬師の十二神将と覚しきも見え給ふ。（中略）次に又種々の御形なる
神天、御手に幣帛、或は剣、或は鉾などの類持給ひて、凡五百体余、いづれも白雲に乗じ、御腰より上
ばかり見え給へり。其中に殊に貴き御姿にて、白装束に白幣持給へるが、まぢかく降たまひて（中略）
此時雲中に八幡大菩薩も前に排せし御姿にて影向まします。

⑬ 半 地蔵菩薩（中略）錫杖の柄を指出し給ふ。則悦び取付候へば、（中略）菩薩の乗給ふ蓮花の下には、白雲
一屯常につきしたがひて離れず、菩薩の御頂上を拝し候へば、御光闇夜に松明を見るが如く光四方にかゞ
やき、其余光菩薩の通り過させ給ふ御跡二町余もかゞやき候。

⑭ 半 幾千万といふ数も知ぬ罪人ども、物をもいはず下へ

〵 〳

と真下りに行もの斗也。
⑮ １ 此山の中程に、居長二丈斗の老婆一人あり。其髪白くして膝のほとり迄たれ、肌膚白く片袒たり。眼の

大さ六七寸ばかり鏡の如くてかゞやく。（中略）此老婆のうしろに大木あり。枝ごとに白き帷子のごとき
ものあまた懸たり。此所へ罪人と覚しくて、男女夥しく群来る。

（56）
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挿絵
番号 丁数 コマ

記号 本 文 備考

⑯ 半 獄卒其長八九尺ばかり、或は牛の頭、或は馬の頭の如く、惣身の毛剣の如く逆に生たり。身より常に焰
もえ出、罪人を見て腕をいからし、互に呼はる声、雷の如し。罪人共これをみて、肝魂を失ひ、あきれ
果たる体にて居たる所を、獄卒共罪人を一人も残さず覆臥に踏たをし、頭に爪を打立両方へ引さけば、（中
略）数万の罪人虚空に蹴あげられ、

⑰ 半 ａ 夫よりゆくさきに大河あり。（中略）罪人ども此寒風に吹切られ頭手足など木の葉散が如く幾千万となく
虚空より落ち来る。

ｂ （中略）又腹の大なる罪人ども河原に啼居て、石をもつてをのれが頭を打わり、ながるゝ血を手に

〵 〳

う
けのみて、（中略）此中にひとりの罪人善之丞に近付て大地にひれふしいふやう、「我は四年以前に相果候、
下人久五郎にて候。我此所にて昼夜限りなき苦をうけ候間、念仏の追善を頼み奉る」と、血の涙を流し
けり。

⑱ １ 此山の頂上、野原の如くべう

〵 〳

として平かなり。磐石を組あげて恰鉄門の如くなるあり。内に入てみ
れば二鬼居たり。各長一丈五尺ばかりなり。地蔵尊此所を通り給へば、二鬼すなはち平伏せり。

本文と相違

⑲ １ 夫より閻魔王宮に至りてみれば、閻王の御長数百丈の大山をみるが如し。其色赤くして髭胸もとまでは
へさがり、大なる笏を持し端座して罪人共をにらみ給ふ様、いとおそろしく二目とは見られず候ゆへ、
御装束の品はゑ見おぼへず候。大王の傍に官人と覚しきが束帯して百人ばかりも見えたり。（中略）時に
傍なる高き台の上に、赤き首青き首二ッ並びてあり。其一の首大音を出し、「何れの国の誰」とよばはり
ぬれば、獄卒共罪人の中へみだれ入、つかみ出して引来る。（中略）其時大王震ふが如き大音にて、罪人
を呵責し教諭し給ふ。

（閻王の後より一人の官人出て奥の方へ行。物を持出て善之丞に渡さる。これを受とりて見候へば、其形
桃果の如くにしてやはらかに、其色紫にして大さ茶碗程ある玉なり。）

⑳ １ 又焰応の脇に席薦三畳舗に見ゆる明鏡三十三面あり。（中略）獄卒中につかんで鏡の前につれ行見せしむ
れば、一生の悪事残なく鏡中にあらはる。（中略）地蔵尊善之丞にも此鏡を見すべしと錫杖を中にあげて
みせしめ給ふに、わが故郷の有様歴然としてみゆ。善之丞十三歳のとき近所の友達にいざなはれ、八月
二十三夜に他の畑に行、青大豆をぬすみ荷ひ帰りし体、あり

〵 〳

と鏡にうつれり。
㉑ １ 閻王宮の裏門と覚しき方をみれば、獄卒共大さ十間程成鉄の火車を挽来り、前の罪人二三百人づつ打乗せ、

其車の下積には、男女の盲人を積重ね、獄卒九人して押出す。十間斗も挽出せば、をのづから猛火さか
んにもえ出、罪人のさけぶ声に随て、其火いよ

〵 〳

さかんにもへあがる。
㉒ １ ａ 常に大なる火の雨降りて罪人の身にあたり、（中略）くるしむ事かぎりなし。

ｂ 大山の上に美女あまた集り居て、麓なる罪人を招く。罪人共これを見て我さきにと山へかけ上るに、此
山の草木みな剣のごとく、しかも下に向ひて逆まに生たり。
此剣葉に身をさかれ血に塗れながら泣々かの山頂にいたれば、美女どもやがて谷に下りて招く事事前の
如し。

ｃ 獄卒罪人を捕へ各一つの鉄棒を渡し「是にて汝等が食物を求むべし」と。諸の罪人をつかみ谷底へ投入
れば、罪人共互に戦ひ天地も響くばかり也。
その折ひしぎし棒を取てその血を嘗て命を続ぐ有様也。

ｄ 又大なる池あり。中に熱湯漫々と涌かへり、其音さへおそろしきに、上に鉄の細き橋かゝれり。獄卒罪
人を責てこれを渡らしむるに、橋の中程より熱湯の中へころび落、身体こと

〵 〴

く煮くだけて、苦しむ
事限りなし。

ｅ 此地獄殊に暗き故、菩薩御手の宝珠を少しかたぶけ給へば、金色の光明三度迄獄中を照し給へり。
㉓ １ ａ 罪人頭は人に似て胴体は牛馬の如くなる、数多あつまり居たるに、背に大石をつけ（中略）獄卒、火焔

の出る鉄棒を以て彼牛馬を敲き立る。
ｂ 又すさまじき嘴ある、大鳥あまた飛来り、口より火焔を吐き、罪人共の首手足を噬へ、八方へ引張て啄

き食ふ様、いたましき事いはん方なし。
ｃ 又此所に男女の盲人あまた頭を地につけ、足を空にして立るあり。其臀の上に大磐石を置、さけびかな

しむ所へ、又空より大磐石落来て、其上にあたりぬれば、忽ち火焔出て下の磐石も罪人も悉焼とろけて
失ぬ。

ｄ 一人の罪人に毒蛇八疋ヅ、取巻て血を吸ひ食ふ。又罪人の顔へ焰を吹かくれば、罪人甚くるしみさかぶ
声夥し。（中略）かゝる所に忽ち涼しき風颯と吹来りぬるに、数多の罪人の内、女六人男二人立出るに、
身に取巻たる蛇共はら

〵 〳

と解はなれ、八人ながら毒蛇の上を踏越てにげ去ぬ。菩薩仰けるは、「此八人
の者共娑婆にてなき跡を弔らふ。追善の功徳にて、今此苦を免れし也」

（57）
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㉔ １ ａ 大なる池に氷はりみちて、其中に罪人首ばかり出し、氷にとぢられ居たるが、水底の物を拾ひあげんと、
手をあげ候へば其まゝ氷つきてはなれず泣悲しめり。

ｂ 又罪人を倒につるしをき、縄墨うちして肛門より鋸にて挽わる地獄あり。
ｃ 又罪人を逆につりて、獄卒両方より鎚を以て打たゝき、つひに骨髄まで打砕かるゝ所あり。
ｄ 又罪人の前に種々の飲食あらはれ、其中より火焔もえあがるを、獄卒罪人を責め、「此食物を是非に喰ふ

べし」と、鉄棒を以て打擲するあり。
ｅ 又方面一里程なる深谷あり。其中には糞泥みち

〵 〳

たり。（中略）罪人共糞の中より頭を出し、くるしげ
なる息を衝く。其域黒煙のごとく立のぼり、四方に散じて臭き事たつふるにものなし。（中略）爰に糞泥
の中より、ひとりの罪人あたりの岩石をつたひて、漸善之丞に向ひ、くるしげなる声にていふやう、「我
は汝が父善四郎が母なり。（後略）」など語る中に、又数多の虫身中に喰ひ入てくるしみ、血の涙を流し
て糞中に落入る。菩薩の仰に「是は糞湯地獄とて、念仏善法を誹謗する者堕する所也」と。

㉕ １ ａ 又方面二里程見ゆる池あり。其水の色真黒なり。中に一身八頭の毒蛇数限りもなく、頭をそろへ居たるに、
虚空より罪人落来れり。見れば皆胴体を五尺斗の大釘にて打ぬかれたる也。其数多の罪人を、毒蛇あつ
まりて、各八方へ引はり口より火焔を吐き、大きに吼啀み候へば、罪人の身寸々に裂くだかる。

ｂ 又熱湯地獄あり。谷深く磐石そびへ立り。下に広さ一里半程に見ゆる石の竈あり。諸の罪人この竈の中
沸湯に落入て、身体こと

〵 〴

く融け鑊の内をめぐる。此鑊に少しき口ありて熱湯ほそく流れ落。其下に
小き河有。此河水は冷にて諸の罪人此河より甦り出つ。（中略）竈の上に生かゝりたる大木あり。罪人ど
も此大木へ我先にと馳上る。時に此木の枝竈の上に撓みかゝりて、或は足ばかり沸湯にひたるもあり。
腰より下煮らるゝも有て、（中略）苦しみ受る事絶る事なし。此所にてひとりの罪人、善之丞に近づきて、

「我はこれ汝が伯母、市之丞が母也。（中略）博奕を止念仏をつとめ我跡を弔ひくれよといふべし」とい
ひて、涙をはら

〵 〳

と流しけり。（後略）
ｃ 又獄卒ども、数多の罪人の足をとりて逆になし、各二人の獄卒ありて両方に引張。一人の獄卒は糞門よ

り熱湯をつぎ込に、忽ち口よりぬけ出て地に落ち、猛火もえ上れば、罪人の身体こと

〵 〴

くとろけ尽ぬ。
（後略）

ｄ 又罪人の手を両方へ引はり、獄卒口より沸湯をそゝぎこめば、たちまち肛門へながれ出、罪人こと

〵 〴

く融け尽く。（後略）
㉖ １ ａ 又地獄あり。鉄火車一輛、猛火さかんにもえあがる。其中に一人の罪人、やけこがれて燋炷のごとく啼

叫であり。菩薩の仰に「是は汝が父善四郎なり。（後略）」と。善之丞かゝる苦しみを見て、悲傷の思ひ
にたへず、五内腸を断がごとく、忽ち火中に飛入りて父の苦に代らんとするに、獄卒火車を飛が如く引
去ぬ。

ｂ 又殺生したる罪人なりとて、七八寸の大釘すさまじく、少もすき間なく立たる上を、徒跣にて追立られ、
踏抜

〵 〳

走るもあり。
ｃ 又魚つりたる者なりとて、池中に罪人共ひたり居たるに、諸の魚あまた喰ひ入て、責なやます所もあり。

㉗ １ ａ 或所にひとりの罪人を、鉄の柱に縛りつけ、獄卒足にて踏へ、釘抜にて舌を抜候に、二尺もぬけ出泣さ
けび居たるあり。見候へば我里のいまだ存命なりし、何某といへる者なりき。（後略）

ｂ 又血池地獄あまた所にあり。皆女人有て責をうけ其数甚だ多し。
ｃ 或は篩をもつてふるひ、箕を以て簸る。或は臼にてつき砕くもあり。
ｄ 又地獄あり。余獄よりも甚広大也。此地獄半分は剣刃空に向てはへ、半分は猛火さかんにもゆ。空より

無量の罪人倒に落来て、猛火にやかれ剣刃に身をさかれ大に叫ぶ。
ｅ 又其長三里程なる大狗四疋あり。身より火焔出、口よりもほのほを吐く。（中略）四疋の狗四方より罪人

を追まわし、一所に追詰て四狗同時に吼る声、天地も崩るゝが如し。
㉘ １ 又傍に其広さ限りもなく、大なる鉄の網をはれり。其内に数万の罪人を籠めをき、頭のあまたある獄卒

外に並居て、大鑊数千をすへ置、手に

〵 〳

磐石にて柄の長き杓を持、熱湯を網の上よりかけ候へば、雨
の如く罪人の身にかゝり、骨肉焼爛して、頭より足下にぬけ出。罪人の泣さけぶ有様語るにことばなし。

㉙ １ それより、菩薩にしたがひ奉りて、又閻王宮へ帰りければ、かの印璽を返せと仰られしゆへ、わが心には、
娑婆のみやげに持参いたし度在候へども、閻王の御顔色あまりにおそろしく、其事申出がたく、玉をさ
し出し候へば、初に渡されし官人うけとり、奥の方へゆかれける。（後略）

本文と相違

㉚ １ 菩薩の仰に「（前略）今閻浮同行の人来迎にあづかりて往生を遂るゆへ、悦びて此門まで出迎へ給ふなり」
と。かくて程なく阿弥陀如来巍然として、無量の聖衆に囲繞せられ、宝幢盤蓋をさしかざし、微妙の音
楽を奏し、観音菩薩蓮台に往生人を乗せて来り給ふ。その新生の人の姿三歳ばかりの幼児の如く、はだ
へは水精の如く、内外すきとをり、いたいけなる形にて、手を合せ観音の御方に向ひ、ひざまづき心よ
げに見えける。菩薩も御いつくしみのふかき体、母の乳呑子を愛するに異ならず、大門までは引接の御
よそほひ殊の外早く候。（後略）

㉛ １ ａ 又金銀七宝にて造りたる、宮殿楼閣あまたあり。（中略）其一々の宮殿の中に、おの

〵 〳

弥陀、観音、勢至、
無量の菩薩いまして、説法し給ふていなり。

ｂ 或は音楽を奏し、或は諸の飲食を備へ、遊戯逍遥の所もあり。（中略）瑠璃地の上には、金銀水晶などの
宝を以て、魚鱗の如く敷ならべたるに、

ｃ （中略）菩薩の仰に「汝踏て見よ」とて、蓮華よりおろさせ給ふゆへ、一足ふみしかば、柔にしてくぼみ
入る事四五寸ばかり、その心よき事たとふべき物なし。

ｄ （中略）又大なる宝の池あり。（後略）

（58）
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㉜ １ ａ 宝池のほとりに一人の菩薩あり。宛転てなげき悶え給ふ。其前には弥陀如来観音勢至立給へり。後には
あまたの聖衆います。（中略）仏の「御袖の下を見よ」と宣ひしゆへ、見しかば実も四十ばかりの婦人合
掌して立たるあり。（中略）宝楼宮殿ありて其山をとりかこみ、無数の菩薩遊戯逍遥し給ふ有。

ｂ 或は此山空中に飛行する時も有。
ｃ （中略）或は華籠のやうなる物に種々の妙花を入て手に

〵 〳

持し。虚空を飛行し来りて、又宮殿に積並べ
給へるもあり。

ｄ （中略）つぼみたる蓮華の内より、光明出るあれば、観音勢至あまたの菩薩、倶に来り給ひて、其花に向
ひて説法し給ふに、花一つヅ、開けり。其一葉の内にも数多の往生人あり。（後略）

㉝ １ 菩薩の錫杖にすがりながら、宝池の上を通り、上品の中程と覚しき所へ参り、はるかに向ふを見やれば、
池のあなたに金の山をみるがごとくの尊容、三体立給へり。菩薩の仰に「汝謹で拝し奉るべし。これ教
主阿弥陀如来、観音勢至の二菩薩にてまします」と示し給ふ。（中略）如来の御手は、当麻変相中台の御
印相に似たる由也。（後略）

㉞ 半 又極楽より、遥に下にあたりて世界あり。（中略）万物の荘厳もおとれり。菩薩の仰に「これは返地なり」
と。（中略）又はるか下の方に、南にあたりて世界あり。菩薩の仰に「これは懈慢国なり」と。

㉟ 前半 ａ 其れより、菩薩に随て矢を射るがごとく、はるか下の方へ下ると覚へ候が、夢ともなく万勝寺村の観音
堂に罷り在て、日あしを見れば七ッさがりなり。

後半 ｂ いつもより遅きとて、母半途まで迎に出候ゆへ、つれだち帰宅いたし候。（後略）
㊱ 半 具に感見の事共語しに、父善四郎大きに疑惑をおこし、（中略）あまさへ悪口放言しけり。しかるに折しも、

善四郎薬を煎じ居たりしが、其薬鍋忽ち自在といふ物よりはづれて、をのづから梁の上迄舞あがり、末
倒に炉中へ落火を打消したり。（後略）

㊲ 半 ａ それより後善四郎ふかく信心を起し、無能和尚へ右の次第を申上、自身も日課三万遍を拝受し、誓て酒
肉五辛博奕を相止候。母幷に弟源之助も、同じく日課一万五千声を授る。

ｂ 或夜の夢に、無能和尚来り給ひて「汝孝行の志深切なるゆへに我これを感じ、地獄極楽を見せしも皆わ
がなす所なり。（中略）」と、教へたまへり。

㊳ 半 そのゝち無能和尚所々勧化し給ふ節は、善四郎も参詣いたし候。和尚高座の上にて、毎度善四郎事、諸
人に仰聞られ、念仏の力にて、悪病かくのごとく、快善したりとて、其姿を見せて示し給ひける。

㊴ 半 ａ 享保七年寅極月朔日の夜には、人しれず裸はだしにて、雪踏分て和尚の御廟所へ参詣せしが、伊右衛門
と申もの見付て、たがひに涙を流して驚き感じける。

ｂ 前方観音堂通夜の節、見え給ひし女性の事、ゆかしくて折々思ひ出せしが、或夜夢中に、かの女性あら
はれ給ひて、（中略）観音の御姿であらはれ、ひかりを放て飛去給ふ。

㊵ 半 極楽感見の後思ふやう「（中略）捨身してなりとも、急ぎ浄土へ参らん」と思ひ定めし折節、蓮心といへ
る僧、其気色をみとめ、「『入水往生、焼身往生などは末代の人斟酌すべし』と、祖師もいましめ給へり。
かまへて往生大切と思はゞ、捨身などゆめ

〵 〳

あるべからず」と、念比に申聞しかば、其事おもひとま
りぬ。

㊶ 半 ａ （前略）仏菩薩の御告、無能和尚夢中に度々示現して、出家をすゝめ給ひし（後略）
ｂ 仍て桑折大安寺におゐて剃髪し、法名直往と号す。

㊷ 半 ａ （前略）後厭求に向ひ「先にはあまり有がたき物見候にて、極楽の事わすれがたく、とりみだし候て、わ
るき人々の笑はれ候はんも、面目なし」とぞ申ける。（後略）

ｂ 或処にて、当麻曼荼羅を拝ませ候へば、手をうつて申候は「扨も是程に極楽によく似たる事あるまじ」
とて、頻に感涙をながし候。

㊸ 前半 かくのごとく、常に厭穢欣浄の思ひ、深切なりしかば、つひに元文二巳のとし、世寿三十六の春、半田
村の庵室にて、数日断食し、勇猛に別時念仏を勤修し、三月十五日正念にして、往生の素懐を遂てける
となむ〔追加〕。（筆者注：或いは「（前略）相馬興仁蘭若に於て、堂頭和尚はじめ、門下の諸長老、府内
の道俗男女集り、直往に面談ありて、一々上来の次第を聴聞ありて、（後略）」の部分か）

後半

（59）
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②
本
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違
点
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録
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を
完
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踏
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、
そ
の
罪
状
は
日
常
生

活
を
送
る
中
で
頻
繁
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
卑
近
な
罪

状
が
設
定
さ
れ
て
い
る
傾

向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

善
之
丞
が
閻
魔
王
宮
で
浄

玻
璃
鏡
を
見
た
際
、
嘗
て

隣
人
の
畑
か
ら
青
大
豆
を

盗
ん
だ
場
面
が
映
さ
れ
た

よ
う
に
、
聴
衆
が
自
覚
し

や
す
い
罪
状
で
仏
教
上
の

悪
を
示
し
て
い
る
。
身
近

【図４】�『孝子善之丞感得伝』上巻�
（天明２年〈1782〉刊、早稲田大学図書館蔵）

【図５】�『孝子善之丞感得伝』上巻�
（天明２年〈1782〉刊、早稲田大学図書館蔵）
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な
例
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
喚
起
さ
せ
る
の
は
談

義
僧
が
説
教
を
す
る
際
の
常
道
で
あ
り
、
善
之
丞
の
よ
う
な
身
分
の
庶
民
層
や
、
彼

ら
に
説
法
を
す
る
僧
侶
ら
と
の
相
性
は
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
割
合
と
し
て
は
多
く

は
な
い
も
の
の
、
こ
う
い
っ
た
身
近
な
罪
に
よ
る
地
獄
を
挙
げ
、
か
つ
そ
れ
を
挿
絵

と
し
て
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
感
得
伝
』
に
お
い
て
地
獄
を
表
象
す
る
際
の
特

徴
が
見
え
る
。

二

挿
絵
の
表
象
と
特
色

近
世
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
は
、『
富
士
の
人
穴
草
子
』
や
『
伽
婢
子
』
等
が
、

ま
た
近
世
を
通
じ
て
は
『
往
生
要
集
』
等
の
諸
本
が
版
を
改
め
多
く
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
本
に
は
挿
絵
が
盛
り
込
ま
れ
、
読
者
の
興
味
関
心
を
惹
く
と
共
に
、
内

容
の
理
解
を
促
す
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
図
様
は
版
を
改
め
て
も
被

せ
彫
り
に
し
た
り
、
或
い
は
類
似
し
た
構
図
を
流
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
読

者
の
冥
界
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
画
一
化
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、『
感
得
伝
』
の
豊
富
な
挿
絵
の
中
に
は
、
成
立
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
仏
書

や
仮
名
草
子
類
の
挿
絵
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
特
徴
や
、
一
貫
性
の
あ
る
特
徴
を

持
つ
挿
絵
が
見
ら
れ
る
。
本
節
で
は
中
で
も
閻
魔
王
等
地
獄
の
登
場
人
物
の
描
写
に

焦
点
を
当
て
た
地
獄
の
表
象
や
、
極
楽
の
表
象
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
一
）
地
獄
の
表
象

①
図
の
視
点

閻
魔
王
庁
を
描
い
た
挿
絵
は
、
近
世
初
期
だ
と
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
刊
行

さ
れ
た
『
ふ
じ
の
人
あ
な
草
紙
全
』
初
版
本
に
始
ま
り
、
仮
名
草
子
や
『
往
生
要
集
』

等
の
絵
入
版
本
で
散
見
さ
れ
る
。「
富
士
の
人
穴
草
子
」
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
横

山
重
氏
、
太
田
武
夫
氏
に
よ
る
と
、
親
本
と
な
っ
た
寛
永
四
年
初
版
本
は
、「
富
士

草
紙
」（
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
）
を
参
考
に
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
、「
富
士
草

紙
」
は
も
と
絵
入
写
本
で
あ
っ
た
が
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
氏
ら
は
こ
の

原
拠
に
は
同
内
容
の
絵
巻
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
何
れ
か
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
59
。
こ
の
よ
う
に
出
版
文
化
が
確
立
さ
れ
る
以
前
の
作
例
は
、

主
に
寺
社
で
所
蔵
さ
れ
た
六
道
絵
等
の
絵
巻
、
掛
軸
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
版
本

の
挿
絵
も
先
例
を
元
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
60
。

他
に
近
世
初
期
の
作
例
と
言
え
ば
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊
の
『
為
愚
痴
物
語
』

巻
五
「
あ
る
人
、
地
ご
く
の
ゑ
を
見
し
事
」
や
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
の
『
狗

張
子
』
巻
一
「
北
條
甚
五
郎
出
家
」
の
挿
絵
【
図
６
】
等
が
あ
る
が
、
何
れ
も
絵
巻

や
掛
軸
で
俯
瞰
し
た
視
点
で
描
か
れ
た
こ
ろ
の
流
れ
を
汲
み
、
見
開
き
内
に
人
物
・

事
物
が
収
ま
る
よ
う
整
然
と
描
か
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
迫
力
に
乏
し
い
印
象
を
受
け

る
。
こ
れ
は
図
様
を
踏
襲
し
て
再
版
す
る
こ
と
の
多
い
『
往
生
要
集
』
や
、
他
の
仮

名
草
子
類
も
同
様
で
、
近
世
も
半
ば
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
『
英
草
紙
』【
図

７
】
で
も
、
年
月
を
経
る
こ
と
に
よ
る
人
物
描
写
等
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
視
点
は
近

似
し
て
い
る
と
言
え
る
。

一
方
の
『
感
得
伝
』
で

は
、
見
開
き
の
挿
絵
内
に

収
ま
り
き
ら
な
い
様
子
で

描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま

で
の
仏
書
や
仮
名
草
子
類

の
挿
絵
と
は
異
な
っ
て
い

る【
図
４
】【
図
５
】。『
感

得
伝
』
と
同
時
期
の
作
例

は
、
元
禄
二
年
版
の
再
版

本
と
さ
れ
る
寛
政
二
年
版

『
往
生
要
集
』を
除
く
と

61
、
山
東
京
伝
作
・
画
、

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

刊
『
一
百
三
升
芋
地
獄
』

【図６】�『狗張子』巻一「北條甚五郎出家」�
（元禄５年〈1692〉刊、早稲田大学図書館蔵）
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や
、同
年
刊
の『
小

野
篁
地
獄
往
来
』

【
図
８
】
等
の
草

双
紙
は
、
厳
密
に

言
え
ば
経
典
に
説

か
れ
る
本
来
の
地

獄
と
は
異
な
る
と

こ
ろ
も
多
い
が
、

『
感
得
伝
』
と
同

じ
く
俯
瞰
の
度
合

い
は
抑
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
た
。『
感
得

伝
』
は
『
冥
祥
録
』

を
婦
女
子
向
け
に

す
べ
く
挿
絵
を
増

や
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
場
面
も

独
自
の
も
の
で
あ

る
が
、そ
の
際『
往

生
要
集
』
や
他
の

経
典
、
仮
名
草
子

の
中
か
ら
描
か
れ

る
人
物
等
の
構
図

は
流
用
し
て
い
て

も
、
描
き
方
を
踏

襲
せ
ず
、
絵
師
が

独
自
に
考
案
し
描
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

②
人
物
描
写

地
獄
に
お
け
る
象
徴
的
な
人
物
と
し
て
、
閻
魔
王
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
閻
魔

王
は
十
王
に
よ
る
死
後
の
裁
判
や
こ
れ
に
基
づ
く
信
仰
、
そ
し
て
地
蔵
菩
薩
と
同
一
視

さ
れ
た
等
の
背
景
か
ら
、
古
く
か
ら
六
道
絵
や
十
王
図
等
の
地
獄
絵
に
描
か
れ
た
。
出

版
文
化
の
確
立
後
は
、
版
本
の
挿
絵
で
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
凡
そ
そ
の
絵
柄
は
、

閻
魔
王
の
横
に
は
亡
者
の
生
前
の
姿
を
映
す
浄
玻
璃
鏡
、
亡
者
の
生
前
に
犯
し
た
罪
と

善
行
を
記
録
す
る
檀
荼
幢
が
あ
り
、
周
囲
に
地
獄
の
官
吏
で
あ
る
冥
官
や
、
獄
卒
が

控
え
て
い
る
と
い
う
傾
向
で
、『
感
得
伝
』
で
も
同
様
の
人
物
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
閻
魔
王
の
姿
を
比
較
し
て
み
る
と
、先
ほ
ど
挙
げ
た
読
本
等
の
挿
絵
で
は
、

閻
魔
王
の
体
格
は
余
人
と
比
べ
て
大
き
い
と
は
言
え
全
身
が
画
面
内
に
収
ま
っ
て
い

る
の
に
対
し
、『
感
得
伝
』
で
は
見
開
き
の
挿
絵
の
中
で
、
何
れ
も
半
丁
の
大
半
を

割
い
て
閻
魔
王
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
容
貌
も
胸
元
か
ら
顔
ま
で
の
上
半
身
を
大
き

く
印
象
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
【
図
４
】【
図
５
】【
図
９
】。

読
本
等
の
挿
絵
の
先
例
と
な
っ
た
中
近
世
に
描
か
れ
た
地
獄
絵
は
、
掛
軸
や
巻
子

と
い
う
大
き
く
広
い
画
面
を
持
つ
性
質
上
、
他
の
場
面
を
描
く
こ
と
も
あ
り
、
任
意

の
物
事
や
人
物
が
画
面
に
占
め
る
割
合
は
必
然
的
に
小
さ
く
な
る
。一
方
、『
感
得
伝
』

が
刊
行
さ
れ
た
天
明
年
間
前
後
は
、
役
者
絵
・
美
人
画
の
領
域
で
新
た
に
大
首
絵
の

様
式
が
隆
盛
し
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。
一
筆
斎
文
調
と
勝
川
春
章
の
合
作
に
よ
る

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
行
の
役
者
絵
本
『
絵
本
舞
台
扇
』
を
は
じ
め
、
後
に
安

永
後
期
か
ら
天
明
初
期
に
か
け
て
の
春
章
作
「
東
扇
」
シ
リ
ー
ズ
等
が
大
首
絵
の
先

駆
的
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
は
、『
感
得
伝
』
の
刊
行
年

と
も
時
期
が
近
い
。
本
来
大
首
絵
は
、
画
題
と
な
っ
た
人
物
を
間
近
で
鑑
賞
し
た
い

と
い
う
考
え
に
応
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
は
刷

物
や
版
本
な
ら
で
は
の
表
現
方
法
と
言
え
る
が
、『
感
得
伝
』
で
は
こ
の
方
法
を
閻

魔
王
と
い
う
地
獄
の
象
徴
的
な
人
物
の
大
き
さ
や
威
容
を
示
す
た
め
に
用
い
た
の
で

【図７】�『古今奇談英草紙』巻三（寛延２年〈1749〉刊、
国文学研究資料館蔵）
 【ナ4-654-3】、CCBY-SA4.0
 「新日本古典籍総合データベース」より

【図８】�『小野篁地獄往来』（寛政元年〈1789〉刊、東書
文庫蔵）
 【エ1・4-3-6-962】、CCBY-SA4.0
 「新日本古典籍総合データベース」より
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は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
閻
魔
王
以
外
の

人
物
に
関
し
て
だ
と
、
地

獄
極
楽
に
お
い
て
、
善
之

丞
を
含
め
た
人
物
の
等
身

が
低
く
、
十
五
歳
と
い
う

年
齢
に
見
合
わ
ず
幼
げ
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る【
図
４
】【
図
５
】

【
図
９
】。
し
か
し
、
本
文

に
は
地
獄
極
楽
巡
り
中
の

善
之
丞
の
心
情
を
表
す
文

章
は
あ
っ
て
も
、
身
体
の

変
化
を
示
す
よ
う
な
一
文

は
な
い
。
ま
た
、
仏
書
や
仏
教
絵
画
で
地
獄
極
楽
巡
り
を
す
る
人
物
が
子
供
ら
し
く

な
る
と
い
っ
た
記
述
・
描
写
の
あ
る
作
例
は
管
見
の
限
り
例
が
な
い
。
そ
の
た
め
こ

れ
は
、
地
獄
極
楽
で
は
呵
責
を
さ
れ
る
人
間
や
そ
れ
を
見
て
回
る
善
之
丞
よ
り
、
冥

界
の
登
場
人
物
や
各
界
の
様
相
こ
そ
が
人
々
の
興
味
関
心
を
惹
く
と
絵
師
が
判
断
し

た
故
に
、
獄
卒
ら
と
比
較
す
る
と
善
之
丞
ら
は
小
さ
く
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。
或
い
は
、
絵
師
の
中
で
地
蔵
菩
薩
と
子
供
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
源
流
に
、

賽
の
河
原
で
地
蔵
菩
薩
の
足
元
に
身
を
寄
せ
る
幼
子
の
姿
が
あ
り
、
意
図
せ
ず
善
之

丞
を
幼
げ
に
描
い
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
指
摘
出
来
る
が
、
比
較
対
象
が
な
い
た
め

こ
こ
で
は
可
能
性
を
提
示
す
る
の
に
留
め
た
い
。

（
二
）
極
楽
の
表
象

「
当
麻
曼
荼
羅
」
は
浄
土
変
相
図
の
一
種
で
、
そ
の
成
立
に
関
わ
る
中
将
姫
伝
説

の
知
名
度
と
も
相
俟
っ
て
、
浄
土
の
様
相
を
示
し
た
図
像
と
し
て
絵
解
き
や
版
本
に

よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
同
曼
荼
羅
は
直
往
（
出
家
後
の
善
之
丞
）
が
「
如
来
の

御
手
は
、
当
麻
変
相
中
台
の
御
印
相
に
似
た
る
由
也
」62
、「
或
処
に
て
、
当
麻
曼
荼

羅
を
拝
ま
せ
候
へ
ば
、
手
を
う
つ
て
申
候
は
「
扨
も
是
程
に
極
楽
に
よ
く
似
た
る
事

あ
る
ま
じ
」
と
て
、
頻
に
感
涙
を
な
が
し
（
後
略
）」63
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
関
係

性
が
本
文
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
極
楽
を
描
い
た
挿
絵
と
の
共
通

性
が
見
ら
れ
る
。
宮
腰
直
人
氏
は
『
感
得
伝
』
の
極
楽
の
挿
絵
は
「
当
麻
曼
荼
羅
」

の
図
像
そ
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、『
当
麻
曼
荼
羅
科
節
』（
天
和
二
年〈
一
六
八
二
〉

刊
）
等
の
挿
絵
入
り
注
釈
書
と
の
関
わ
り
を
示
唆
し
た
64
。
し
か
し
な
が
ら
、『
感

得
伝
』
と
「
当
麻
曼
荼
羅
」
の
間
に
あ
る
極
楽
の
表
象
の
具
体
的
共
通
性
に
は
ま
だ

検
討
の
余
地
が
あ
る
。

そ
の
た
め
本
論
で
は
、
挿
絵
付
き
解
説
本
の
中
で
も
『
当
麻
曼
荼
羅
科
節
』
よ
り

も
『
感
得
伝
』
に
刊
行
年
が
近
く
、
か
つ
同
じ
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
『
捜
玄

疏
図
本
』
の
挿
絵
を
参
考
に
比
較
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
論
に
お
け
る
「
当
麻

曼
荼
羅
」
を
構
成
す
る
各
場
面
の
名
称
は
日
沖
敦
子
氏
の
表
現
を
65
、
よ
り
詳
細
な

項
目
に
つ
い
て
は
『
捜
玄
疏
図
本
』
の
通
り
に
記
載
し
た
。

同
曼
荼
羅
は
、
典
拠
と
し
た
『
観
無
量
寿
経
』
の
構
成
か
ら
、
大
別
し
て
四
つ
の

構
成
と
な
っ
て
い
る
。

・
向
か
っ
て
左
側
の
下
か
ら
上
へ
と
続
く
「
序
分
義
」

・
右
側
の
上
か
ら
下
へ
続
く
「
定
善
義
」

・
下
部
の
右
か
ら
左
に
続
く
「
散
善
義
」

・
中
央
の
阿
弥
陀
浄
土
図

更
に
、
こ
の
阿
弥
陀
浄
土
図
は
、
下
か
ら
①
宝
地
段
（
父
子
相
迎
会
、
舞
楽
会
）、

②
宝
池
段
、
③
宝
樹
段
、
④
三
尊
段
、
⑤
宝
楼
段
、
⑥
光
変
、
⑦
虚
空
段
に
分
け
ら

れ
る
。『
感
得
伝
』
の
極
楽
の
挿
絵
は
こ
の
阿
弥
陀
浄
土
図
と
類
似
し
て
い
る
。

な
お
、
挿
絵
㉚
、
㉞
に
つ
い
て
は
、「
当
麻
曼
荼
羅
」
に
共
通
す
る
場
面
が
見
ら

れ
な
い
た
め
、
本
論
で
は
省
略
す
る
。

ま
ず
挿
絵
㉛
【
図
10
】
を
見
て
い
き
た
い
。
同
図
は
宝
池
に
浮
か
ぶ
船
、
蓮
華
に

【図９】�『孝子善之丞感得伝』上巻�
（天明２年〈1782〉刊、早稲田大学図書館蔵）

（63）

東京都江戸東京博物館紀要 第11号（2021）

― 186 ―



【図10】『孝子善之丞感得伝』下巻（天明２年〈1782〉刊）【図11】『当麻曼荼羅捜玄疏
図本』（安永３年〈1774〉序）
半丁部分のみ

【図12】『当麻曼荼羅捜玄疏
図本』（安永３年〈1774〉序）
半丁部分のみ

【図13】『当麻曼荼羅捜玄疏
図本』（安永３年〈1774〉
序）半丁部分のみ

【図14】『当麻曼荼羅捜玄疏
図本』（安永３年〈1774〉
序）半丁部分のみ

【図15】『孝子善之丞感得伝』下巻（天明２年〈1782〉刊）【図16】『当麻曼荼羅捜玄
疏図本』（安永３年〈1774〉
序）半丁部分のみ 【図10】～【図16】早稲田大学図書館蔵
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乗
る
童
子
、
瑠
璃
地
の
宝
地
に
宝
樹
と
聖
衆
、
宮
殿
楼
閣
で
説
法
を
聴
く
、
或
い
は

飲
食
を
供
え
る
菩
薩
ら
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、「
当
麻
曼
荼
羅
」
の
阿
弥
陀
浄
土

図
の
中
で
も
池
中
右
宝
船
会
【
図
11
】、
池
中
左
八
童
證
真
会
【
図
12
】、
中
上
中
中

見
仏
聞
法
会
【
図
13
】
と
、
左
辺
八
地
證
入
会
【
図
14
】
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。『
感
得
伝
』
で
は
瑠
璃
地
の
上
に
善
之
丞
と
地
蔵
菩
薩
が
加
え
ら
れ
る

た
め
、
仏
・
菩
薩
ら
が
や
や
手
前
に
描
か
れ
、
紙
面
の
構
成
上
、
童
子
が
本
来
八
尊

で
あ
っ
た
の
を
五
尊
に
減
ら
し
、
位
置
を
菩
薩
ら
の
手
前
に
移
動
さ
せ
、
空
い
た
上

方
に
宮
殿
を
描
く
。
菩
薩
の
装
身
具
等
、
細
か
な
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
「
当

麻
曼
荼
羅
」
の
各
図
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

挿
絵
㉜
【
図
15
】
は
往
生
し
た
子
供
が
母
親
と
再
会
す
る
場
面
、
菩
薩
が
説
法
し

た
蓮
華
か
ら
生
ま
れ
る
往
生
人
、
飛
行
す
る
宮
殿
楼
閣
、
同
じ
く
空
中
に
あ
る
反
橋

と
そ
こ
を
歩
く
聖
衆
ら
が
い
る
。
対
応
す
る
の
は
、
母
子
の
再
会
は
父
子
相
迎
会
と

も
言
わ
れ
る
下
上
下
中
見
仏
聞
法
会
【
図
16
】、
空
中
の
反
橋
は
左
辺
及
び
右
辺
八

地
證
入
会
中
央
の
橋
【
図
17
】
と
観
音
及
び
勢
至
光
変
親
友
示
現
会
【
図
18
】
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
父
子
相
迎
会
と
『
感
得
伝
』
の
母
子
の
再
会
を
比
較

す
る
と
、『
感
得
伝
』
で
は
阿
弥
陀
如
来
の
袖
の
下
に
小
さ
な
婦
人
（
伏
し
て
感
涙

す
る
菩
薩
の
往
生
し
た
母
親
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
が
、
そ
れ

以
外
に
関
し
て
は
一
致
し
て
い
る
。
従
来
父
な
る
如
来
と
新
生
の
往
生
人
た
る
子
の

再
会
の
場
面
で
あ
る
の
を
、『
感
得
伝
』
で
は
如
来
に
よ
る
母
子
の
再
会
と
し
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
、
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
作
中
で
善
之

丞
の
父
親
は
仏
教
を
誹
謗
す
る
不
信
心
者
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
母
親
は
息
子
を
思

い
助
け
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
橋
や
宮

殿
、
仏
や
菩
薩
ら
も
姿
勢
等
両
作
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
挿
絵
㉜
ｄ
の
説

法
し
た
蓮
華
か
ら
生
ま
れ
る
往
生
人
に
関
し
て
は
、「
当
麻
曼
荼
羅
」
に
対
応
す
る

図
像
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
飛
天
や
楼
閣
は
浄
土
変
相
図
で
頻
繁
に
描
か
れ
る
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

挿
絵
㉝
【
図
19
】
は
阿
弥
陀
三
尊
で
、
阿
弥
陀
如
来
は
顔
の
下
半
分
か
ら
上
半
身

ま
で
を
見
せ
、
印
相
は
説
法
印
（
転
法
輪
印
）
で
、
掌
に
千
輻
輪
が
あ
る
。
向
か
っ
て

右
に
観
音
菩
薩
、
左
に
勢
至
菩
薩
の
脇
侍
が
控
え
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
示
す
印
相
は
一

般
的
に
来
迎
印
や
定
印
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
説
法
印
を
示
す
「
当
麻
曼
荼
羅
」
は

阿
弥
陀
如
来
を
描
く
仏
画
の
中
で
は
比
較
的
珍
し
い
【
図
20
】。
ま
た
、
阿
弥
陀
如
来

の
口
髭
の
有
無
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、脇
侍
の
印
相
も
両
作
一
致
し
て
い
る【
図
21
】。

以
上
の
点
か
ら
、
善
之
丞
の
口
述
し
た
本
文
の
ほ
か
、
林
丹
治
が
描
い
た
極
楽
の

挿
絵
四
・
五
丁
分
の
う
ち
三
丁
分
と
、
そ
の
大
半
に
お
い
て
、「
当
麻
曼
荼
羅
」
と

共
通
す
る
図
が
見
ら
れ
た
。
林
丹
治
が
本
文
の
記
述
に
従
っ
て
、「
当
麻
曼
荼
羅
」

の
何
れ
か
の
諸
本
か
、
同
版
元
か
ら
出
た
『
捜
玄
疏
図
本
』
等
の
解
説
本
を
参
考
に

極
楽
部
分
の
挿
絵
を
描
い
た
の
は
明
確
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

三
章

再
版
本
の
展
開

『
感
得
伝
』
は
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
管
見
の
限
り
四
度
再
版
さ
れ
た
。

そ
れ
が
、
以
下
で
詳
述
す
る

・
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
再
版
本
（
以
下
、
天
明
五
年
版
と
略
称
）

・
刊
記
不
明
本
（
以
下
、
版
元
名
に
基
づ
き
永
田
調
兵
衛
版
と
略
称
）

・
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
新
刻
本
（
以
下
、
明
治
二
九
年
版
と
略
称
）

・
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
再
版
本
（
以
下
、
明
治
三
六
年
版
と
略
称
）

の
四
種
で
あ
る
。
天
明
五
年
版
は
本
論
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
武
蔵
野
文
化
協
会

か
ら
江
戸
東
京
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
資
料（
資
料
番
号
〇
二
一
五
二
五
〇
〇
、

〇
二
一
五
二
五
〇
一
）
の
ほ
か
、
愛
知
県
岡
崎
市
細
川
町
の
蓮
性
院
と
、
広
島
大
学

図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
刊
行
年
は
前
後
す
る
が
、
明
治
二
九
年
版
は
内
村
氏
が

架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
66
、
詳
細
に
つ
い
て

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
世
文
学
の
研
究
者
で
あ
る
横
山
邦
治
氏
が
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い

る
67
。
永
田
調
兵
衛
版
は
國
學
院
大
學
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
68
、
弘
前
市
立
弘

（65）

東京都江戸東京博物館紀要 第11号（2021）

― 184 ―



【図18】『当麻曼荼羅捜玄疏図本』（安永３年〈1774〉序）

【図19】『孝子善之丞感得伝』下巻（天明２年〈1782〉刊）

【図21】�『当麻曼荼羅捜玄疏図本』（安永３年〈1774〉序）

【図20】『当麻曼荼羅捜玄疏
図本』（安永３年〈1774〉
序）半丁部分のみ

【図17】『当麻曼荼羅捜玄疏図本』（安永３年〈1774〉序）

【図17】～【図21】早稲田大学図書館蔵

（66）

『孝子善之丞感得伝』研究―絵入勧化本における地獄の表象と版本上の展開―（遠藤美織）

― 183 ―



前
図
書
館
69
が
所
蔵
し
、
明
治
三
六
年
版
は
國
學
院
大
學
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、『
国
書
総
目
録
』
で
『
感
得
伝
』
の
項
目
を
確
認
す
る
と
、
享
保
八
年
版

が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
項
目
で
は
富
山
大
学
ヘ
ル
ン
文
庫
本
と
福
島
県
立

図
書
館
本
の
二
種
を
享
保
八
年
版
と
し
て
示
し
て
い
る
が
、
福
島
県
立
図
書
館
本
は

後
小
路
氏
が
既
に
天
明
二
年
版
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
70
。
ま
た
、
富
山
大

学
ヘ
ル
ン
文
庫
本
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

ヘ
ル
ン
文
庫
の
目
録
に
よ
る
と
明
和
二
年
の
序
を
持
ち
、
京
都
の
藤
井
文
政
堂
か
ら

刊
行
さ
れ
た
も
の
と
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
71
。
そ
の
一
方
で
、
本
書
は
下
巻
奥
付

に
は
刊
記
を
載
せ
ず
、
澤
田
吉
左
衛
門
を
版
元
と
し
、
跋
文
に
は
天
明
二
年
と
記
さ

れ
た
初
版
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
72
、
同
大
学
の
前
身
で
あ

る
旧
制
富
山
高
等
学
校
時
代
に
編
集
さ
れ
た
そ
れ
以
前
の
目
録
に
は
、「
享
保
八
年

跋
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
73
。
ヘ
ル
ン
文
庫
本
は
本
文
の
字
体
や
挿
絵
等
か
ら
、
天

明
二
年
版
と
同
じ
版
木
か
、
或
い
は
被
せ
彫
り
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
巻

末
の
目
録
の
内
容
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
種
の
版
本
の
う
ち
、
目

録
の
内
容
が
少
な
い
も
の
と
一
致
し
て
い
る
74
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
富
山
大
学
本
も

初
版
本
刊
行
か
ら
時
を
経
ず
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
本
論
で
は

扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

天
明
二
年
版
と
同
五
年
版
は
、
さ
ほ
ど
間
を
置
か
ず
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

明
治
二
九
年
版
と
同
三
六
年
版
は
初
版
発
行
か
ら
一
世
紀
以
上
も
の
時
を
経
て
刊
行

さ
れ
て
お
り
、
初
版
前
後
の
版
木
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
た
に

版
木
を
用
意
し
新
刻
す
る
の
は
、
再
版
す
る
以
上
に
時
間
を
要
す
る
は
ず
だ
が
、
何

故
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
の
か
。
再
版
本
の
比
較
検
討
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
広
が
り
か

ら
背
景
を
考
察
し
た
い
。

一

天
明
五
年
版

（
一
）
所
蔵
先
の
概
要

天
明
五
年
版
の
所
蔵
先
は
複
数
あ
り
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
本
（
資
料
番
号

〇
二
一
五
二
五
〇
〇
、〇
二
一
五
二
五
〇
一
。
以
下
、
江
戸
博
本
と
略
称
）、
愛
知
県

岡
崎
市
細
川
町
蓮
性
院
蔵
本
（
以
下
、
蓮
性
院
本
と
略
称
）、
広
島
大
学
図
書
館
蔵

本
（
以
下
、
広
島
大
学
本
と
略
称
）
が
確
認
出
来
る
。

江
戸
博
本
は
武
蔵
野
文
化
協
会
の
所
蔵
で
、江
戸
東
京
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

元
々
は
、
小
説
家
・
民
俗
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
沢
衛
彦
氏
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
。

蓮
性
院
本
を
所
蔵
す
る
細
川
町
蓮
性
院
は
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
明
徳
三
年

（
一
三
九
二
）
に
細
川
頼
之
に
よ
っ
て
先
祖
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
に
松
平
親
忠
が
土
地
を
寄
進
、
ま
た
後
の
細

川
城
山
城
主
松
平
久
助
信
乗
が
再
興
し
た
。
近
世
は
同
市
内
鴨
田
町
に
あ
る
大
樹
寺

の
末
寺
だ
っ
た
と
い
う
75
。
蓮
性
院
の
あ
る
細
川
町
は
中
近
世
に
か
け
大
名
と
し
て

活
躍
し
た
細
川
氏
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
そ
の
由
緒
も
あ
っ
て
山
号
は
細
川
山
と

な
っ
て
い
る
76
。

広
島
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
広
島
大
学
本
は
請
求
記
号
を
「
大
國
二
三
二
八
」

と
し
て
い
る
が
77
、
こ
れ
は
元
々
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
設
立
さ
れ
た
旧
制
広

島
文
理
科
大
学
時
代
に
収
書
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
本
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
に
広
島
を
襲
っ
た
原
子
爆
弾
か
ら
焼
け
残
っ
た
資
料
で
あ
る
78
。

（
二
）
天
明
五
年
版
の
特
徴

天
明
五
年
版
は
京
都
の
版
元
・
澤
田
吉
左
衛
門
と
江
戸
の
版
元
・
山
崎
金
兵
衛
の

共
同
出
版
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
二
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
見
返
し
に

続
い
て
本
文
が
始
ま
る
も
の
（
江
戸
博
本
、
蓮
性
院
本
）【
図
22
】
と
、
見
返
し
部

に
奥
付
と
は
別
に
澤
田
吉
左
衛
門
の
み
の
版
元
名
と
蔵
版
目
録
を
有
す
る
も
の
（
広

島
大
学
本
）【
図
23
】
が
あ
る
。

広
島
大
学
本
の
蔵
版
目
録
に
は
、『
聖
徳
太
子
伝
図
絵
』
全
部
六
冊
、『
賢
問
子
行

状
』
同
五
冊
、『
同
誓
願
寺
縁
起
』
同
二
冊
、『
真
俗
仏
事
編
』
全
部
六
冊
と
そ
の
紹

介
文
、『
和
字
選
択
集
』、『
女
人
往
生
利
益
章
』、『
勧
化
本
義
』が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
賢
問
子
行
状
』
と
『
誓
願
寺
縁
起
』
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
そ
れ
ぞ
れ
刊

（67）
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行
さ
れ
て
お
り
79
、
両
書

が
初
版
本
と
断
定
す
る
こ

と
は
困
難
だ
が
、
そ
の
蔵

版
目
録
が
あ
る
広
島
大
学

本
の
方
が
江
戸
博
本
・
蓮

性
院
本
よ
り
も
後
刷
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

見
返
し
部
の
蔵
版
目
録

や
後
付
を
除
く
と
、
天
明

五
年
版
は
上
巻
五
二
丁
、

下
巻
四
一
丁
で
、
挿
絵
は

上
巻
二
五
丁
分
、
下
巻
は

十
丁
分
あ
る
。
本
文
と
挿

絵
の
構
成
・
内
容
共
に
、

天
明
二
年
版
と
一
致
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
文
や
挿

絵
の
筆
致
か
ら
、
版
木
そ

の
も
の
は
天
明
二
年
版
と

同
じ
か
、
被
せ
彫
り
を
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来

る
【
図
24
】。
し
か
し
、

天
明
二
年
版
で
は
、
そ
の

後
の
奥
付
で
七
丁
に
わ

た
っ
て
「
華
頂
山
御
蔵
版

目
録
」
と
「
皇
都
書
林
麗

澤
堂
蔵
版
標
目
録
」
が
続

く
の
に
対
し
、
こ
の
天
明

五
年
版
で
は
半
丁
内
に

「
感
得
伝
助
刻
擬
」
と
共

に
、
刊
記
・
版
元
と
し
て

「
天
明
五
年
乙
巳
孟
秋
／

東
都
本
石
町
十
軒
店
／
山

崎
金
兵
衛
／
京
都
知
恩
院

古
門
前
／
澤
田
吉
左
衛

門
」
と
記
さ
れ
る
に
留
ま

る
【
図
25
】。

こ
の「
感
得
伝
助
刻
擬
」

に
は
、
了
蓮
社
明
誉
上
人

を
は
じ
め
と
し
た
僧
侶
の

蓮
社
号
・
誉
号
等
が
名
を

連
ね
る
80
。
何
れ
も
高
僧

で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
が
、
蓮
社
号
・
誉
号
の

み
の
場
合
が
多
い
た
め
、

正
確
に
比
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
判
明
し
て
い
る

範
囲
で
例
を
挙
げ
る
と
、

「
了
蓮
社
賜紫

明
誉
上
人
」

は
、
東
京
都
文
京
区
小
石

川
の
浄
土
宗
無
量
山
傳
通

院
の
第
三
四
代
住
職
と

な
っ
た
忍
達
で
81
、「
一

蓮
社
向
誉
上
人
」
は
京
都

の
円
通
寺
、
転
法
輪
寺
を

【図22】�02152500『孝子善之丞感得伝』上巻（天明５年〈1785〉
刊、武蔵野文化協会蔵、江戸東京博物館寄託）

【図23】�『孝子善之丞感得伝』上巻�
（天明５年〈1785〉刊、広島大学図書館蔵）

【図24】�02152500『孝子善之丞感得伝』上巻（天明５年〈1785〉
刊、武蔵野文化協会蔵、江戸東京博物館寄託）

【図25】�02152501『孝子善之丞感得伝』下巻（天明５年〈1785〉
刊、武蔵野文化協会蔵、江戸東京博物館寄託）

（68）
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建
立
し
た
、
捨
世
派
関
通
流
の
祖
、関
通
だ
ろ
う
82
。ま
た
、「
瓔
珞
敬
首
大
和
上
」
は
、

浄
土
宗
興
律
派
の
高
僧
で
正
受
院
の
住
職
を
務
め
、
後
に
瓔
珞
庵
を
結
ん
だ
敬
首
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
83
。な
お
、関
通
は
敬
首
に
師
事
し
、菩
薩
戒
を
授
か
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
僧
が
活
躍
し
た
場
所
は
江
戸
・
京
都
を
問
わ
な
い
が
、
何
れ
も
天
明

二
年
版
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
に
遷
化
し
て
い
る
。『
冥
祥
録
』
に
あ
る
「
孝
感
冥
祥

録
喜
捨
助
刻
名
位
」
に
は
当
該
人
物
ら
の
蓮
社
号
・
誉
号
は
な
く
、
ま
た
法
名
が
判

明
し
て
い
る
敬
首
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
冥
祥
録
』
刊
行
後
、
遷
化

す
る
以
前
に
『
感
得
伝
』
の
刊
行
を
支
援
し
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
江
戸
に
お
け
る
版
元
の
山
崎
金
兵
衛
で
あ
る
が
、
山
金
堂
と
称
し
て
『
絵

本
花
葛
蘿
』
や
『
絵
本
千
代
松
』
等
、
鈴
木
春
信
の
絵
本
を
多
く
刊
行
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
藤
澤
紫
氏
の
『
鈴
木
春
信
絵
本
全
集
―
研
究
編
―
』
に
は
、
春
信
の
絵

本
の
本
文
か
ら
、蔵
版
目
録
ま
で
の
全
文
を
記
載
し
た
翻
刻
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
参
考
に
山
金
堂
の
蔵
版
目
録
を
確
認
す
る
と
、
少
な
く
と
も
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
刊
『
絵
本
春
の
友
』84
、
明
和
七
年
（
一
七
八
〇
）
刊
の
『
絵
本
福
神

浮
世
袋
』85
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
刊
の
『
絵
本
春
の
錦
』86
の
計
三
冊
に
お
い
て
、

『
澤
水
和
尚
法
語
』、『
一
休
和
尚
法
語
』、『
同
水
か
ゝ
み
』、『
同
骸
骨
』、『
九
相
詩
』、

『
大
般
若
経
売
所
』、『
同
序
集
法
則
』、『
最
勝
王
経
か
な
つ
き
』、『
同
ひ
ら
か
な
つ
き
』、

『
同
縁
起
』、『
心
経
』、『
九
重
の
ま
も
り
』、『
観
音
経
』、『
地
蔵
経
』、『
血
盆
経
』、

『
寿
命
陀
羅
尼
』、『
聖
天
窕
誓
伝
』
等
の
仏
書
の
記
載
が
確
認
さ
れ
た
。
無
論
、
こ

れ
以
外
に
も
絵
本
や
手
習
、
文
芸
、
医
学
、
卜
占
等
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
内
容

は
仏
書
に
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
般
的
に
春
信
の
絵
本
を
取
り
扱
う
印
象
が
強
い

山
金
堂
で
あ
る
が
、
こ
の
目
録
か
ら
は
取
り
扱
う
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
仏
書
の
中
で
も
経
典
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
禅
宗
、
臨
済
宗
、
密
教
、
法

相
宗
等
、
宗
派
に
依
ら
ず
に
手
広
く
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
宗
派
の

御
用
書
林
と
し
て
で
は
な
く
、
大
衆
に
人
気
の
あ
る
諸
本
を
揃
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

言
い
換
え
れ
ば
、『
冥
祥
録
』
か
ら
『
感
得
伝
』
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
山
金
堂

の
よ
う
な
大
衆
向
け
の
版
元
と
共
同
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
、
更
な
る
流
布
に
繋

が
っ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
三
）
分
布

な
お
、
本
論
で
参
考
と
し
た
諸
本
の
う
ち
、
江
戸
博
本
、
蓮
性
院
本
に
は
、
旧
蔵

者
を
示
す
蔵
書
印
や
墨
書
が
あ
る
。
江
戸
博
本
に
は
「
浅
草
阿
部
川
町
／
釘
屋
政
吉
」

の
蔵
書
印
が
あ
り
、
藤
沢
衛
彦
氏
以
前
の
所
蔵
者
も
ま
た
東
京
近
郊
に
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
【
図
22
】。

一
方
蓮
性
院
本
は
、
上
巻
一
丁
表
に
白
舟
書
体
角
印
で
蔵
書
印
ら
し
き
も
の
が
捺

さ
れ
、
ま
た
五
二
丁
裏
に
「
遍
照
寺
／
玉
誉
代
」
と
墨
書
・
押
印
が
あ
り
【
図
26
】、

ま
た
下
巻
奥
付
の
裏
に
は
「
天
明
／
鴛
鴦
山
／
徧
照
寺
／
玉
ヨ
伐

（
マ
マ
）」（

筆
者
注
：
代

の
誤
字
か
）【
図
27
】、
裏
表
紙
に
「
天
保
七
丙
申
年
／
玉
誉
」
と
墨
書
が
あ
る
87
。

遍
照
寺
は
現
在
の
所
蔵
元
で
あ
る
蓮
性
院
の
隣
の
豊
田
市
に
あ
り
、
徒
歩
圏
内
の
程

近
い
距
離
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
た
め
、
同
地
域
同
宗
派
の
僧
侶
ら
の
交
流

や
繋
が
り
を
見
る
上
で
の
手
掛
か
り
に
な
る
。
ま
た
、
浄
土
宗
の
僧
侶
間
で
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
と
共
に
、
天
明
五
年
版
巻
末
の
「
感
得
伝
助
刻

擬
」
に
名
前
の
挙
が
る
僧
侶
ら
も
含
め
、
寺
院
間
、
僧
侶
間
の
親
交
や
師
弟
関
係
か

ら
探
れ
ば
、
作
品
の
流
布
の
過
程
、
よ
り
詳
細
な
分
布
等
を
明
ら
か
に
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

【図26】『孝子善之丞感得伝』
上巻（天明５年〈1785〉刊、
愛知県蓮性院蔵、大島隆
獅氏画像提供）半丁部分
のみ
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二

永
田
調
兵
衛
版

（
一
）
内
容
と
版
元

永
田
調
兵
衛
版
は
國
學

院
大
學
所
蔵
本
（
以
下
國

學
院
大
學
本
と
略
称
す

る
）
と
ベ
ル
リ
ン
国
立
図

書
館
所
蔵
本
に
見
ら
れ
る

巻
末
の
蔵
版
目
録
が
少
な

い
版
と【
図
28
】【
図
29
】、

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所

蔵
本
（
以
下
、
弘
前
図
書

館
本
と
略
称
す
る
）
に
見

ら
れ
る
「
皇
都
書
林
文
昌

堂
蔵
版
目
録
」
が
三
丁
続

く
版
の
二
種
類
が
存
在
す
る
【
図
30
】
～
【
図
33
】。

目
録
を
除
い
て
上
巻
五
二
丁
、
下
巻
四
一
丁
あ
る
。
挿
絵
は
、
上
巻
に
二
五
丁
分
、

下
巻
に
十
丁
分
あ
り
、
本
文
や
挿
絵
の
構
成
・
内
容
か
ら
天
明
二
年
版
を
被
せ
彫
り

に
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
【
図
34
】。

版
元
で
あ
る
永
田
調
兵
衛
は
、
浄
土
真
宗
を
主
と
し
た
仏
書
専
門
の
御
用
書
林
で

あ
り
、
慶
長
年
間
に
創
業
し
、
現
在
も
永
田
文
昌
堂
と
し
て
京
都
市
で
営
業
を
続
け

て
い
る
。
初
版
本
と
天
明
五
年
版
の
版
元
で
あ
る
麗
澤
堂
澤
田
吉
左
衛
門
は
、
少
な

く
と
も
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
岩
脇
明
元
『
住
蓮
山
安
楽
寺
鹿
ヶ
谷
因
縁
談

―
一
名
松
蟲
鈴
蟲
物
語
―
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
は
版
元
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
出
来
て
い
る
88
。
そ
の
た
め
、
版
元
が
倒
産
し
た
の
で
は
な
く
、
初
版
発

行
後
の
当
主
が
板
株
を
売
却
し
た
先
が
、
同
じ
京
都
の
書
肆
の
永
田
調
兵
衛
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

同
書
は
本
文
末
尾
の
跋
文
の
み
を
有
し
、
続
く
蔵
版
目
録
や
奥
付
に
は
刊
記
が
書

か
れ
て
い
な
い
。

（
二
）
年
代

巻
末
の
目
録
の
内
容
を
手
掛
か
り
に
、
お
お
よ
そ
の
年
代
を
比
定
す
る
。
國
學
院

大
學
本
の
目
録
に
は
、『
三
国
七
高
僧
伝
図
絵
』、『
親
鸞
聖
人
御
一
代
図
絵
大
本
絵

入
平
仮
名
付
』、『
三
界
義
誘
蒙
』
と
各
本
の
題
と
要
約
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、『
三
国
七
高
僧
伝
図
絵
』
は
見
返
し
に
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
刊
記
が

記
さ
れ
た
も
の
が
、
前
後
関
係
は
不
明
だ
が
西
村
九
郎
右
衛
門
と
永
田
調
兵
衛
の
名

で
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
ほ
か
89
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
同
書
の
目
録
に

は
、
共
同
出
版
し
た
版
元
の
中
に
永
田
調
兵
衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
90
。
と
な
る
と
、

永
田
調
兵
衛
版
『
感
得
伝
』
は
万
延
元
年
よ
り
後
に
刷
ら
れ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
分
布

本
論
で
参
考
に
し
た
國
學
院
大
學
本
も
、
上
下
巻
裏
表
紙
に
墨
書
が
あ
る
。
墨
書

は
「
三
河
国
□
□
（
額
田
）
郡
／
舞
木
村
／
永
證
寺
／
什
物
」【
図
35
】、「
三
河
国

／
舞
木
邸
／
永
證
寺
／
什
物
」
と
同
様
の
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、
本
書
も
現
在
の

愛
知
県
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
・
永
證
寺
に
伝
来
し
て
い
た
と
理
解
出
来
る
。

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
の
福
井
敏
隆
氏
91
に
よ
る
と
、
弘
前
図
書
館
本
に
は
下
巻

裏
表
紙
に
見
せ
消
ち
状
態
で
「
弐
巻
之
内
／
浄
安
寺
／
長
尾
／
持
主
」
と
書
か
れ
て

い
る
が【
図
33
】、同
書
は
、市
内
の
古
文
書
の
収
集
家
で
あ
っ
た
岩
見
常
三
郎
氏（
慶

応
三
年
―
昭
和
二
二
年
〈
一
八
六
七
―
一
九
四
七
〉）92
が
収
集
し
た
も
の
で
、
同
館

に
寄
贈
さ
れ
た
岩
見
文
庫
の
一
角
を
な
す
と
い
う
。
ま
た
同
氏
曰
く
墨
書
の
浄
安
寺

と
は
、
現
在
の
西
津
軽
郡
深
浦
町
関
に
所
在
す
る
浄
土
宗
の
浄
安
寺
を
指
し
て
い
る

と
さ
れ
、
元
々
は
伝
来
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
書
は
管
見
の
限
り
『
感
得
伝
』

が
所
蔵
さ
れ
る
都
道
府
県
の
北
限
で
あ
る
。

【図27】�『孝子善之丞感得伝』下巻（天明５年〈1785〉
刊、愛知県蓮性院蔵、大島隆獅氏画像提供）
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【図33】�『絵入／孝子善之丞感得伝』下巻（万延元年〈1860〉
頃刊、弘前市立弘前図書館蔵）目録（部分）

【図31】�『絵入／孝子善之丞感得伝』下巻（万延元年〈1860〉
頃刊、弘前市立弘前図書館蔵）目録（部分）

【図32】�『絵入／孝子善之丞感得伝』下巻（万延元年〈1860〉
頃刊、弘前市立弘前図書館蔵）目録（部分）

【図34】�『孝子善之丞感得伝』上巻（万延元年〈1860〉
頃刊、國學院大學蔵）筆者撮影

【図28】『孝子善之丞感得伝』
下巻（万延元年〈1860〉
頃刊、國學院大學蔵）筆
者撮影 半丁部分のみ

【図29】『絵入／孝子善之丞
感得伝』下巻（万延元年
〈1860〉頃刊、國學院大學蔵）
筆者撮影 半丁部分のみ

【図30】『絵入／孝子善之丞感
得伝』下巻（万延元年〈1860〉
頃刊、弘前市立弘前図書館蔵）
目録（部分） 半丁部分のみ
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三

明
治
二
九
年
版

（
一
）
版
元

明
治
二
九
年
版
の
下
巻
の
奥
付
に
は
、

明
治
廿
九
年
四
月
十
五
日
印
刷
／
同
年
四
月
廿
五
日
発
行
／
京
都
市
下
京
区
下
珠

数
町
／
東
洞
院
西
入
橘
町
八
番
戸
／
校
正
兼
発
行
者

幷

印

刷
／
西
村
九
郎
右
衛
門

大
売
別
所
／
東
京
哲
学
書
院
／
大
阪
金
尾
種
二
郎
／
長
浜
中
村
藤
平
／
大
垣
岡
安

慶
助
／
名
古
屋
三
浦
兼
助
／
越
後
三
条
樋
口
小
左
衛
門
／
熊
本
長
嵜
次
郎
／
盛
岡

池
野
藤
兵
衛
／
高
岡
學
海
堂
／
福
井
万
司
曽
平
／
金
沢
近
田
太
三
郎
／
花
巻
梅
津

喜
八

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
版
元
を
京
都
市
の
西
村
九
郎
右
衛
門
に
変
え
て
お
り
、
ま
た
後

述
す
る
が
、
版
木
を
新
た
に
し
て
刷
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
感
得
伝
』
の
板

株
は
依
然
と
し
て
京
都
に
あ
る
版
元
が
所
有
し
て
い
た
。

西
村
九
郎
右
衛
門
は
寛
永
年
間
か
ら
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
ま
で
続
い
た
老

舗
の
版
元
で
あ
り
93
、
江
戸
期
は
丁
子
屋
、
空
華
堂
、
明
治
期
か
ら
は
護
法
館
と
称

し
た
。
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
の
御
用
書
林
と
し
て
、
同
派
の
仏
書
や
僧
侶
の
著
書

を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
た
。
版
元
間
の
認
識
と
し
て
は
、『
感
得
伝
』
は
仏
書
に
類

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
論
で
参
考
に
し
た
明
治
二
九
年
版
に
は
、
奥
付
に
続
い
て
、
護
法
館
西
村

九
郎
右
衛
門
版
元
と

し
て
本
数
冊
を
紹
介

し
た
目
録
が
あ
る

【
図
36
】。
こ
こ
に
あ

る
書
物
は
全
て
、
西

村
九
郎
右
衛
門
よ
り

先
ん
じ
て
別
の
版
元

で
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
時
代
順
に
並
べ

る
と
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
に
伊

藤
清
九
郎
が
米
沢
智

洞
著
『
真
宗

説
教
通
俗
瓦

礫
集
』
を
94
、
明
治

二
二
年（
一
八
八
九
）

に
実
語
教
会
が
佐
々
木
徹
周
著
『
安
心
評
義
弁
』
を
95
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に

は
環
翠
堂
96
が
佐
々
木
徹
周
著
『
秦
鏡
録
』
を
既
に
刊
行
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
西
村

九
郎
右
衛
門
が
活
発
に
売
却
さ
れ
て
い
た
板
株
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

（
二
）
本
文
と
挿
絵
の
特
徴

こ
の
明
治
二
九
年
版
は
目
録
等
除
い
て
、
上
巻
五
三
丁
、
下
巻
四
三
丁
で
、
挿
絵

は
上
巻
に
二
四
丁
分
、
下
巻
に
十
丁
分
あ
る
。

明
治
二
九
年
版
は
、
初
版
本
並
び
に
天
明
五
年
版
に
お
け
る
挿
絵
⑨
が
見
え
な
い

こ
と
に
加
え
、
本
文
の
筆
跡
や
改
行
後
の
文
頭
語
が
異
な
る
こ
と
、
挿
絵
に
お
い
て

も
写
し
崩
れ
が
多
々
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
版
木
を
新
調
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま

た
、
本
文
は
字
の
大
き
さ
や
行
間
ま
で
も
忠
実
に
写
し
た
訳
で
は
な
い
た
め
、
徐
々

に
ズ
レ
が
起
こ
り
、
下
巻
に
至
っ
て
挿
絵
と
本
文
の
順
序
が
前
後
し
て
い
る
場
面
も

【図35】『孝子善之丞感得伝』
下巻（万延元年〈1860〉頃刊、
國學院大學蔵）筆者撮影

【図36】�『孝子善之丞感得伝』下巻
      �（明治29年〈1896〉刊、横山邦治氏蔵）「新日本

古典籍総合データベース」より目録、一部改変（本
紙に添付の値札トリミング）
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あ
る
97
。
既
刊
本
の
版
木
を
新
調
す
る
場
合
は
被
せ
彫
り
を
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
が
、
明
治
二
九
年
版
は
天
明
版
の
挿
絵
を
手
描
き
で
下
絵
と
し
て
写
し
、
参
考
に

し
た
の
だ
ろ
う
。

挿
絵
の
詳
細
を
述
べ
る
。
挿
絵
全
体
と
し
て
構
図
そ
の
も
の
は
踏
襲
し
て
い
る
も

の
の
、
比
較
す
る
と
全
体
的
に
衣
服
の
皺
や
た
る
み
の
線
が
太
く
、
人
物
の
輪
郭
線

も
硬
質
で
あ
る
。
各
場
面
に
目
を
向
け
る
と
、
地
蔵
菩
薩
や
善
之
丞
を
は
じ
め
、
同

一
人
物
で
も
等
身
や
容
貌
の
差
が
あ
っ
て
描
き
方
に
む
ら
が
あ
る【
図
37
】【
図
38
】。

ま
た
、
屋
内
に
置
か
れ
た
櫃
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
過
度
に
湾
曲
し
構
造
上
不
自
然
な

点
も
あ
り
、
技
巧
の
面
で
不
完
全
さ
が
感
じ
ら
れ
る
【
図
39
】。
さ
ら
に
、
岩
石
や

背
景
等
場
面
に
よ
っ
て
暗
色
を
多
用
す
る
差
異
も
あ
り
、
同
一
人
物
の
等
身
・
容
貌

の
差
も
併
せ
て
鑑
み
る
と
、複
数
人
が
下
描
き
の
段
階
で
関
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

加
え
て
、
天
明
版
両
作
で
は
出
家
前
の
善
之
丞
の
服
装
は
一
貫
し
て
い
た
が
、
明
治

二
九
年
版
で
は
二
度
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
天
明
版
と
同
じ
く
絣
風
の
模
様
の

着
物
か
ら
、
格
子
模
様
の
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
【
図
37
】【
図
38
】。
そ
れ
以
降
、

地
獄
極
楽
巡
り
か
ら
帰
還
し
家
に
帰
る
ま
で
、
善
之
丞
は
こ
の
着
物
で
一
貫
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
な
お
、
明
治
二
〇
年
に
摺
り
出
さ
れ
た
「
皇
国
二
十
四
功
」
の
「
信
濃
国

の
孝
子
善
之
丞
」で
も
類
似
し
た
格
子
模
様
の
着
物
を
着
用
し
た
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、

両
作
の
間
で
共
通
要
素
が
あ
る
と
言
え
る
。
明
治
二
九
年
版
は
「
皇
国
二
十
四
功
」
よ

り
後
に
刷
り
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
98
。

四

明
治
三
六
年
版

（
一
）
内
容

明
治
三
六
年
版
は
上

巻
五
二
丁
、
下
巻
四
一

丁
あ
り
、
挿
絵
は
上
巻

に
二
五
丁
分
、
下
巻
に

十
丁
分
あ
る
。
裏
表
紙

の
裏
に
は
、
版
元
を
記

載
し
た
奥
付
が
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
明
治

二
九
年
版
と
異
な
り
、

天
明
版
を
被
せ
彫
り
し

て
、
本
文
・
挿
絵
共
に

細
部
に
至
る
ま
で
極
め

て
忠
実
に
模
し
て
い
る

【
図
40
】。
こ
こ
か
ら
、

明
治
二
九
年
版
の
版
元

で
あ
る
西
村
九
郎
右
衛

門
か
ら
板
株
は
売
却
さ

れ
て
も
、
版
木
や
明
治

二
九
年
版
は
再
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

（
二
）
版
元

同
所
の
見
返
し
に
は
、

平
仮
名
絵
入
二
冊
／

【図37】『孝子善之丞感得伝』
上巻（明治29年〈1896〉
刊、横山邦治氏蔵）「新日
本古典籍総合データベー
ス」より、半丁部分のみ

【図38】�『孝子善之丞感得伝』下巻�
（明治29年〈1896〉刊、横山邦治氏蔵）「新日本
古典籍総合データベース」より

【図39】�『孝子善之丞感得伝』上巻�
（明治29年〈1896〉刊、横山邦治氏蔵）「新日
本古典籍総合データベース」より
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奥
州

孝
子
善
之
丞
感
得
伝
／

尾
陽
書
肆
文
光
堂
蔵

と
あ
り
、
巻
末
の
奥
付
に

は
、明

治
三
十
六
年
九
月
譲

受
／
発
行
者
愛
知
県
名

古
屋
市
横
三
ツ
蔵
町
五

丁
目
梶
田
勘
助

発
行
所
西
京
三
条
通
寺

町
西
ヘ
入
ル
細
川
清
助

／
同
大
阪
安
土
町
四
丁

目
鹿
田
静
七
／
大
阪
北

久
太
郎
町
四
丁
目
橋
本

徳
兵
衛
／
同
東
京
浅
草

北
東
仲
町
吉
田
久
兵
衛
／
同
名
古
屋
市
末
広
町
十
七
番
戸
文
光
堂
書
店

と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
板
株
を
譲
り
受
け
、
主
に
愛
知
県

名
古
屋
市
に
あ
っ
た
文
光
堂
梶
田
勘
助
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

東
京
の
書
店
も
取
り
扱
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
発
行
所
の
分
布
は
愛
知
と
大
阪
の
西

日
本
を
中
心
と
し
て
い
る
。板
株
が
京
都
を
出
て
、愛
知
の
版
元
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

版
元
の
文
光
堂
梶
田
勘
助
に
つ
い
て
は
、判
明
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
い
。『
尾

張
出
版
文
化
史
』
に
よ
る
と
、
明
和
か
ら
明
治
ま
で
活
動
し
て
い
た
よ
う
だ
が
99
、

同
一
と
目
さ
れ
る
迎
歡
堂
勘
助
は
天
保
か
ら
明
治
100
、
同
じ
く
文
光
堂
梶
田
氏
を
称

す
る
秋
田
屋
源
助
は
嘉
永
年
間
か
ら
昭
和
ま
で
続
く
と
し
て
い
る
101
。
同
書
に
よ
る

と
迎
歡
堂
勘
助
は
長
島
町
廣
小
路
に
居
を
構
え
、
秋
田
屋
源
助
は
門
前
町
、
鐵
炮
町
、

末
廣
町
、
横
三
蔵
町
に
転
居
し
た
ら
し
く
、
後
者
の
方
の
住
所
は
明
治
三
六
年
版
の

奥
付
の
記
載
内
容
と
も
合
致
し
て
い
る
。

『
感
得
伝
』
関
連
作
品
の
う
ち
、
二
作
品
は
愛
知
県
に
伝
来
し
て
お
り
、
天
明
五

年
版
を
所
蔵
す
る
蓮
性
院
も
ま
た
愛
知
県
に
所
在
す
る
ほ
か
、
再
版
本
の
版
元
の
所

在
地
や
墨
書
か
ら
、
愛
知
県
で
の
流
布
の
痕
跡
が
多
い
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
ま
た
、

肉
筆
画
の
関
連
作
品
で
あ
る
「
孝
子
善
之
丞
感
得
図
絵
」
を
所
蔵
す
る
愛
知
県
豊
田

市
千
足
町
観
音
院
は
、
二
種
の
『
感
得
伝
』
版
本
を
有
し
て
い
る
。
う
ち
一
方
は
寺

院
の
創
立
と
管
理
に
携
わ
る
鈴
木
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
肉
筆
画
の
作
者
で
あ
る
鈴

木
猪
兵
衛
（
貞
棟
）
が
寄
付
し
た
旨
が
墨
書
さ
れ
る
。
も
う
一
方
は
同
院
最
後
の
住

職
を
務
め
た
磯
谷
明
全
氏
に
よ
る
寄
進
之
辞
が
あ
り
、
掛
軸
の
原
本
と
な
っ
た
こ
の

版
本
を
探
し
求
め
て
い
た
こ
と
、
昭
和
四
一
年
に
三
好
町
満
福
寺
で
法
要
の
際
、
偶

然
『
感
得
伝
』
が
あ
る
こ
と
を
知
り
譲
り
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
102
。
こ
れ

に
よ
り
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
お
い
て
、『
感
得
伝
』
を
通
じ
た
同
地
域
の
浄

土
宗
寺
院
間
の
横
の
繋
が
り
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
県
内
浄

土
宗
寺
院
内
で
は
、『
感
得
伝
』の
知
名
度
が
一
定
程
度
保
た
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
各
章
の
論
考
を
通
し
て
、『
感
得
伝
』
の
成
立
の
背
景
、
挿
絵
の
特
徴
、

再
版
本
に
お
け
る
展
開
等
、
体
系
的
な
研
究
を
試
み
た
。

一
章
で
は
、『
感
得
伝
』
の
概
要
を
述
べ
た
後
、
成
立
の
宗
教
的
背
景
と
文
化
的

背
景
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。『
感
得
伝
』
が
示
す
仏
教
的
色

彩
の
強
い
奇
異
性
は
、
善
之
丞
が
信
奉
す
る
無
能
上
人
の
宗
教
意
識
や
、
そ
の
周
囲

の
念
仏
集
団
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
文
化
的
背
景
に
着
目
す
る
と
、
出
版

文
化
の
隆
盛
や
、
絵
解
き
、
孝
子
説
話
の
流
行
が
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
た
。『
感
得
伝
』
は
地
獄
極
楽
巡
り
譚
以
外
に
も
複
数
の
要
素
が
あ
り
、
そ
れ

ま
で
の
短
編
仏
教
説
話
の
よ
う
に
単
純
な
構
成
で
は
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
々
の

関
心
を
集
め
、
広
く
普
及
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
章
で
は
、『
冥
祥
録
』
と
『
感
得
伝
』
の
本
文
と
挿
絵
を
比
較
し
、
加
え
て
挿

【図40】�『孝子善之丞感得伝』上巻�
（明治36年〈1903〉刊、國學院大學蔵）筆者撮影

（74）
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絵
の
特
徴
と
し
て
、
地
獄
極
楽
そ
れ
ぞ
れ
の
表
象
を
整
理
し
た
。『
感
得
伝
』
刊
行

前
後
は
、
異
界
表
現
の
あ
る
出
版
物
に
人
気
が
出
始
め
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
影
響

に
よ
り
、
地
獄
を
描
い
た
挿
絵
の
分
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。

ま
た
、『
感
得
伝
』
の
地
獄
の
特
徴
は
、
身
近
な
罪
に
よ
る
地
獄
を
示
す
こ
と
で
、
自

ら
の
罪
を
自
覚
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
更
に
、
大
首
絵
と
類
似
し
た

閻
魔
王
の
表
象
に
関
し
て
は
、
前
代
ま
で
の
仏
書
の
挿
絵
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
方

法
で
あ
り
、
興
味
深
い
点
と
言
え
る
。
ま
た
、
極
楽
に
お
け
る
「
当
麻
曼
荼
羅
」
の

流
用
に
関
し
て
は
、
図
様
が
普
及
し
た
こ
と
で
、「
当
麻
曼
荼
羅
」
が
極
楽
の
具
現
化

と
し
て
更
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
同
版
元
か
ら
の
挿
絵
付
き
解
説

書
の
存
在
も
『
感
得
伝
』
の
挿
絵
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
初
版
以
降
の
版
本
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
た
。
再
版
本
の
多
く
は

初
版
本
を
被
せ
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、『
感
得
伝
』
版

本
の
墨
書
か
ら
、
元
々
愛
知
県
の
浄
土
宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
版
本
が
散
見
さ

れ
、
加
え
て
最
終
的
に
版
元
も
京
都
か
ら
愛
知
の
も
の
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
宇
佐
美
諦
練
氏
に
よ
る
と
、
愛
知
県
に
は
全
国
で
最
も
多
い

四
八
三
六
寺
の
公
認
さ
れ
た
宗
教
法
人
が
あ
り
、
宗
派
別
に
見
る
と
浄
土
宗
系
が

二
二
九
九
寺
と
最
多
で
、
特
に
真
宗
大
谷
派
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
103
。『
感

得
伝
』
再
版
本
の
展
開
か
ら
も
、
同
地
方
の
浄
土
宗
信
仰
の
活
発
さ
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ほ
か
、
被
せ
彫
り
が
さ
れ
て
い
な
い
明
治
二
九
年
版
の
善
之
丞
の
服
装
か
ら
、

同
時
期
の
刷
物
の
形
式
の
資
料
と
の
関
連
性
が
確
認
出
来
た
。

近
世
期
は
、
地
獄
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
文
芸
や
美
術
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。『
感
得
伝
』
は
、
浄
土
宗
捨
世
派
の
思
想
に
基
づ

く
念
仏
の
称
揚
や
、
子
か
ら
親
へ
の
孝
行
の
奨
励
等
、
近
世
前
中
期
の
文
化
の
流
れ

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
多
種
多
様
な
地
獄
を
当
時
最
先
端
の
画
法
で
描
き
出
し
た
作

例
の
一
つ
と
し
て
提
示
出
来
る
。
地
獄
の
表
象
に
人
々
の
創
意
や
想
像
が
加
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
、
当
時
の
異
界
表
現
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
が
、『
感

得
伝
』
並
び
に
そ
の
関
連
作
品
の
誕
生
、
普
及
は
、
幕
末
期
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
地
獄
の
表
象
を
生
み
出
す
追
い
風
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
論
で
は
、
全
国
的
に
知
名
度
が
あ
っ
た
勧
化
本
『
感
得
伝
』
の
体
系
的
な
研
究

を
す
る
こ
と
で
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
地
獄
観
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
試
み
た
。
し
か
し
、
挿
絵
の
量
や
内
容
の
面
で
『
感
得
伝
』
と
比
較
し
得
る
勧

化
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
た
め
、『
感
得
伝
』
を
含
め
た
同
時
代

の
絵
入
勧
化
本
の
横
の
繋
が
り
や
展
開
を
論
じ
き
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
後
発
の
関

連
作
品
に
関
し
て
も
、
肉
筆
画
に
関
す
る
論
考
は
紙
面
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
こ
と

と
な
っ
た
。
今
後
は
、『
感
得
伝
』
の
比
較
対
象
と
な
り
得
る
絵
入
勧
化
本
を
探
索

し
つ
つ
、
未
発
表
の
肉
筆
画
に
関
し
て
順
次
論
じ
る
と
共
に
、
浄
土
宗
が
盛
ん
な
地

域
だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
寺
院
や
僧
侶
の
動
向
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
寺
院
同
士
の

繋
が
り
や
、
関
連
作
品
の
広
ま
り
を
調
査
す
る
こ
と
を
、
課
題
と
し
た
い
。

【
註
】

１

�

矢
島
新
「
近
世
の
地
獄
絵
―
素
朴
な
表
現
の
作
品
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
美
術
論
集
第
七

巻

近
世
の
宗
教
美
術
』、
十
五
―
三
六
頁
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
五
年
）
十
八
頁

２

�

堤
邦
彦
『
近
世
仏
教
説
話
の
研
究
―
唱
導
と
文
芸
―
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
六
年
）
四
九

―
五
〇
頁
。
以
下
、「
堤
前
掲
書
」
と
略
称
す
る
。

３

�

例
外
と
し
て
、
近
世
を
通
し
て
幾
度
も
刊
行
さ
れ
た
『
往
生
要
集
』
に
関
す
る
西
田
直
樹
氏

の
一
連
の
論
考
が
あ
る
。
詳
細
は
、
氏
の
大
著
『「
仮
名
書
き
絵
入
り
往
生
要
集
」
の
成
立

と
展
開
―
研
究
篇
・
資
料
篇
―
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

４

�

内
村
和
至
「
宝
洲
評
注
『
孝
感
冥
祥
録
』
に
つ
い
て
」（
明
治
大
学
文
学
部
文
芸
研
究
会
『
文

芸
研
究
―
明
治
大
学
文
学
部
紀
要
―
』
一
二
五
号
、
一
―
二
七
頁
、
二
〇
一
五
年
）
九
頁

５
�

伝
阿
『
女
人
愛
執
恠
異
録
』
序
（
高
田
衛
、
原
道
生
編
「
叢
書
江
戸
文
庫
」
四
四
巻
、
西
田

耕
三
校
訂
『
仏
教
説
話
集
成
』
二
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）
四
四
八
頁

６

�
長
友
千
代
治
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
二
年
）「
付
載

城
ノ
崎
温

泉
中
屋
甚
左
衛
門
の
貸
本
」
二
一
六
頁
。
な
お
、
こ
の
リ
ス
ト
に
記
載
の
『
感
得
伝
』
は
、

後
に
国
文
学
者
の
水
谷
不
倒
が
購
入
し
、
現
在
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
こ

と
が
、
上
巻
表
表
紙
裏
の
中
屋
甚
左
衛
門
の
印
記
か
ら
理
解
出
来
る
。
後
述
の
よ
う
に
早
稲

田
大
学
図
書
館
本
は
二
種
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
請
求
番
号
「
ヘ
一
三

〇
三
二
七
五
」
が
該

（75）
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当
す
る
。（http://w

w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_03275/
index.htm

l

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
八
日
）

７
�

詳
細
は
以
下
の
通
り
。

①
�「

地
獄
図
屏
風
」（
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
、
六
曲
一
隻
、
無
款
、
江
戸
時
代

中
期
〈
十
八
世
紀
〉
か
）

②

�「
地
獄
極
楽
図
」（
千
葉
県
い
す
み
市
円
蔵
律
寺
旧
蔵
、
い
す
み
市
郷
土
資
料
館
寄
託
、

全
三
幅
、
無
款
、
江
戸
時
代
後
期
か
）

③

�「
直
往
孝
感
冥
祥
録
絵
図
」（
愛
知
県
岡
崎
市
鴨
田
町
九
品
院
蔵
、
全
二
幅
、
無
款
、
江

戸
時
代
後
期
か
）
未
見
。
な
お
、
九
品
院
は
無
能
上
人
と
同
じ
く
捨
世
派
の
う
ち
、
徳

本
流
の
中
心
捨
世
地
で
あ
る
。
九
品
院
の
浅
岡
氏
に
よ
る
と
、
軸
箱
に
は
「
直
往
孝
感

冥
祥
録
絵
図
」、
添
付
さ
れ
た
内
題
に
は
「
孝
子
善
之
丞
」
と
あ
る
。

④

�「
孝
子
善
之
丞
幽
冥
感
見
之
曼
荼
羅
」（
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
万
正
寺
坂
町
観
音
寺
蔵
、

全
二
幅
、
良
喜
画
、
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉）

⑤

�「
孝
子
善
之
丞
感
得
図
絵
」（
愛
知
県
豊
田
市
千
足
町
観
音
院
、全
八
幅
、鈴
木
猪
兵
衛
画
、

文
政
十
二
年
〈
一
八
二
九
〉）

⑥

�「
孝
子
善
之
丞
感
得
御
絵
伝
」（
長
野
県
須
坂
市
上
中
町
公
会
堂
（
旧
法
然
堂
）
蔵
、
全

四
幅
、
願
主
聞
道
、
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉）

⑦

�「
孝
子
善
之
丞
曼
荼
羅
図
」（
長
野
県
上
田
市
別
所
温
泉
常
楽
寺
蔵
、
全
二
幅
、
月
嶋
画
、

嘉
永
元
年
〈
一
八
四
八
〉）

⑧

�「
孝
子
善
之
丞
感
得
図
絵
」（
長
野
県
飯
田
市
上
郷
黒
田
光
福
寺
蔵
、
全
二
幅
、
安
政
七

年
／
万
延
元
年
〈
一
八
六
〇
〉
寄
進
）
未
見
。

⑨

�「
孝
子
善
之
丞
画
讃
」（
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
無
能
寺
蔵
、
全
一
幅
、
江
戸
時
代
）
無

能
寺
編
『
三
百
会
期
記
念

無
能
上
人
と
無
能
寺
』（
平
成
三
〇
年
）
所
収
。

⑩

�「
孝
感
地
蔵
尊
像
」（
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
無
能
寺
蔵
、
厨
子
入
、
江
戸
時
代
）
前
掲

無
能
寺
編
書
所
収
。

⑪

�「
本
朝
廿
四
孝
」
の
「
信
濃
国
善
之
亟
」（
大
英
博
物
館
蔵
、
一
枚
刷
、
歌
川
国
芳
画
、

天
保
十
四
～
弘
化
四
年
〈
一
八
四
三
～
一
八
四
七
〉）

⑫

�「
皇
国
二
十
四
功
」
の
「
信
濃
国
の
孝
子
善
之
丞
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
一
枚
刷
、

柳
亭
種
彦
記
、
月
岡
芳
年
画
、
明
治
二
〇
年
〈
一
八
八
七
〉）

⑬

�『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
①
武
蔵
野
文
化
協
会
蔵
・
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
、
②
愛
知

県
岡
崎
市
細
川
町
蓮
性
院
蔵
、
③
広
島
大
学
図
書
館
蔵
、
上
下
二
巻
、
天
明
五
年

〈
一
七
八
五
〉
再
版
本
、
版
元
京
都
澤
田
吉
左
衛
門
・
東
都
山
崎
金
兵
衛
）

⑭

�『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
①
國
學
院
大
學
蔵
、
②
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
蔵
、
③
弘
前

市
立
弘
前
図
書
館
蔵
、
上
下
二
巻
、
刊
記
不
明
、
版
元
永
田
調
兵
衛
）

⑮

�『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
横
山
邦
治
氏
蔵
、上
下
二
巻
、明
治
二
九
年〈
一
八
九
六
〉版
、

版
元
西
村
九
郎
衛
門
）

⑯

�『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
國
學
院
大
學
蔵
、
上
下
二
巻
、
明
治
三
六
年
〈
一
九
〇
三
〉、

版
元
梶
田
勘
助
）

８

�『
感
得
伝
』
の
成
立
に
関
す
る
詳
細
は
、
左
記
の
論
考
に
詳
し
い
。

・
横
山
邦
治
「
奇
談
も
の
の
展
開
相
に
つ
い
て
〈
二
〉」（
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸

と
上
方
と
―
』、
風
間
書
房
、
一
九
七
四
年
）

・
後
小
路
薫
「
近
世
勧
化
本
の
極
楽
譚
―
善
之
丞
の
地
獄
極
楽
巡
り
の
背
景
―
」（『
国
文
学

―
解
釈
と
鑑
賞
―
』
五
五
巻
八
号
、
一
二
九
―
一
三
四
頁
、
至
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）

・
堤
邦
彦
『
近
世
仏
教
説
話
の
研
究
―
唱
導
と
文
芸
―
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
六
年
）

・
長
谷
川
匡
俊
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

・
内
村
和
至
「
宝
洲
評
注
『
孝
感
冥
祥
録
』
に
つ
い
て
」（
明
治
大
学
文
学
部
文
芸
研
究
会
『
文

芸
研
究
―
明
治
大
学
文
学
部
紀
要
―
』
一
二
五
号
、
一
―
二
七
頁
、
二
〇
一
五
年
）

９

�『
感
得
伝
』
の
挿
絵
を
も
と
に
描
か
れ
た
肉
筆
画
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
先
行
研
究
が
知
ら

れ
て
い
る
。

・
渡
浩
一「『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』と
そ
の
絵
画
―
表
紙
に
よ
せ
て
―
」（
絵
解
き
研
究
会『
絵

解
き
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
二
年
）
註
７
関
連
作
品
の
う
ち
、
①
「
地
獄
図
屏
風
」（
ラ

イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
）、②「
地
獄
極
楽
図
」（
千
葉
県
い
す
み
市
円
蔵
律
寺
旧
蔵
、

い
す
み
市
郷
土
資
料
館
寄
託
）、
④
「
孝
子
善
之
丞
幽
冥
感
見
之
曼
荼
羅
」（
福
島
県
伊
達

郡
桑
折
町
万
正
寺
坂
町
観
音
寺
蔵
）、
⑦
「
孝
子
善
之
丞
曼
荼
羅
図
」（
長
野
県
上
田
市
別

所
温
泉
常
楽
寺
蔵
）
の
存
在
に
つ
い
て
、
同
論
文
が
初
め
て
指
摘
し
た
。

・
織
田
顕
行
「
近
世
に
お
け
る
「
善
光
寺
如
来
絵
伝
」
の
一
形
態
―
飯
田
市
・
光
福
寺
本
の

紹
介
を
兼
ね
て
―
」（
飯
田
市
美
術
博
物
館『
飯
田
市
美
術
博
物
館

研
究
紀
要
』二
五
号
、

十
九
―
三
三
頁
、
二
〇
一
五
年
）

・
小
林
一
郎「
須
坂
市
法
然
堂「
孝
子
善
之
丞
感
得
御
絵
伝
」中
の
五
趣
生
死
輪
図
に
つ
い
て
」

（
長
野
郷
土
史
研
究
会
『
長
野
』
第
二
八
四
号
、
二
八
―
三
二
頁
、
二
〇
一
二
年
）

・
小
林
玲
子
「
須
坂
市
上
中
町
法
然
堂
「
孝
子
善
之
丞
感
得
御
絵
伝
」
絵
解
き
口
演
ま
で
の

経
緯
」（
長
野
郷
土
史
研
究
会
『
長
野
』
第
二
八
三
号
、
十
九
―
二
三
頁
、
二
〇
一
二
年
）

等
の
ほ
か
、
ブ
ロ
グ
「
小
林
玲
子
の
善
光
寺
表
参
道
日
記
」
の
「
法
然
堂
（
須
坂
市
）「
孝

子
善
之
丞
感
得
御
絵
伝
」
を
渡
教
授
が
調
査
」（http://blog.livedoor.jp/naganoeto�

（76）
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kino1/archives/1774058.htm
l

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
九
日
）
等

で
他
の
肉
筆
画
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
井
記
念
美
術
館
、
龍
谷
大
学
龍
谷

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
共
編
『
特
別
展

地
獄
絵
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
七
年
）
で
「
孝
子
善
之
丞
感
得
図
絵
」（
愛
知
県
豊

田
市
千
足
町
観
音
院
蔵
）
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
図
録
内
に
記
載
が
見
ら
れ
る
。

10

�

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
天
明
二
年
刊
の
『
孝
子
善
之
丞
感
得

伝
』が
二
種
あ
り
、本
論
で
は
目
録
が
詳
細
な
請
求
番
号「
ヘ
一
三

〇
三
二
〇
五
」（http://

w
w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_03205/index.htm
l

）（
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
九
日
）
を
初
版
本
と
し
て
本
文
・
図
版
等
で
引
用
す
る
。
も

う
一
種
（
請
求
番
号
「
ヘ
一
三

〇
三
二
七
五
」）
は
題
箋
が
付
属
し
て
お
り
、「
絵入

孝
子
善

之
丞
感
得
伝
」
と
あ
る
。

11

�『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
國
學
院
大
學
蔵
、
上
下
二
巻
、
明
治
三
六
年
〈
一
九
〇
三
〉、
版

元
梶
田
勘
助
）
に
見
ら
れ
る
。

12

�

長
谷
川
匡
俊
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
一
四
七
―

一
四
八
頁
。
以
下
、「
長
谷
川
前
掲
書
」
と
略
称
す
る
。

13

�

北
城
伸
子
校
訂
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
堤
邦
彦
・
杉
本
好
伸
編
『
近
世
民
間
異
聞
怪
談

集
成
』、
九
九
一
―
一
〇
五
二
頁
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
五
三
―
一
〇
五
六
頁
。

14

�

前
掲
『
感
得
伝
』、
一
〇
五
四
―
一
〇
五
五
頁
。
例
と
し
て
、『
感
得
伝
』
の
本
文
の
元
と
な
っ

た
『
冥
祥
録
』（
享
保
十
九
年
〈
一
七
三
四
〉）
の
ほ
か
、
無
能
編
『
近
代
奥
羽
念
仏
験
記
』（
享

保
五
年
〈
一
七
二
〇
〉）、
宝
洲
撰
『
無
能
和
尚
行
業
記
』（
享
保
六
年
〈
一
七
二
一
〉）、
不
能
・

厭
求
編
『
無
能
和
尚
行
業
記
遺
事
』（
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
〉）
等
が
あ
る
。

15

前
掲
『
女
人
愛
執
恠
異
録
』
序
、
四
四
八
頁
。

16

�

新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
よ
り
「
宝
洲
」（http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/�

%
E5%

A
E%

9D
%
E6%

B4%
B2

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
十
五
日
）

17

前
掲
『
感
得
伝
』、
一
〇
五
一
頁
。

18

�『
感
得
伝
』
の
成
立
に
関
す
る
先
行
研
究
の
概
要
を
纏
め
る
。
横
山
邦
治
氏
は
「
奇
談
も
の
の

展
開
相
に
つ
い
て
〈
二
〉」（
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方
と
―
』、
風
間
書
房
、

一
九
七
四
年
）
に
お
い
て
、
国
内
で
翻
案
さ
れ
た
奇
談
も
の
の
作
品
の
多
く
が
仏
教
的
色
彩
を

強
く
見
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
際
、
同
時
期
の
作
品
で
同
じ
く
仏
教
的
色
彩
を

持
つ
勧
化
も
の
の
中
で
、『
冥
祥
録
』
や
『
感
得
伝
』
に
言
及
し
た
。
ま
た
、『
冥
祥
録
』
は
談

義
僧
の
手
を
経
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
直
往
自
身
も
自
分
の
霊
験
を
説
い
て
廻
る

談
義
僧
の
一
人
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
加
え
て
、『
冥
祥
録
』
が
勧
化
も
の
に
付
き
物
の
談
義

僧
の
手
控
え
と
い
っ
た
性
格
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
容
に
は
①
仏
教
的
色
彩
の
強
い

奇
異
性
、
②
長
編
小
説
へ
の
志
向
、
③
実
話
実
録
性
を
も
っ
て
お
り
、
共
通
性
が
あ
る
と
し
た
。

�

次
い
で
後
小
路
薫
氏
は
、「
近
世
勧
化
本
の
極
楽
譚
―
善
之
丞
の
地
獄
極
楽
巡
り
の
背

景
―
」（『
国
文
学
―
解
釈
と
鑑
賞
―
』
五
五
巻
八
号
、
一
二
九
―
一
三
四
頁
、
至
文
堂
、

一
九
九
〇
年
）
で
、『
験
記
』
に
あ
る
善
之
丞
の
父
・
善
四
郎
に
よ
る
霊
験
報
告
と
の
相
違

点
を
指
摘
し
、
ま
た
校
訂
に
関
わ
っ
た
伝
阿
の
『
女
人
愛
執
怪
異
録
』
の
跋
文
に
あ
る
『
冥

祥
録
』の
前
段
階
に
あ
た
る
小
冊
子
が
、大
谷
大
学
図
書
館
蔵『
直
応
法
師
浄
土
地
獄
感
見
記
』

で
あ
る
と
比
定
し
た
。
加
え
て
、『
冥
祥
録
』
や
『
感
得
伝
』
で
語
ら
れ
る
極
楽
の
様
相
と
『
行

業
記
』
で
無
能
が
臨
終
近
く
に
見
た
極
楽
の
表
現
の
一
致
か
ら
、
善
之
丞
の
地
獄
極
楽
巡
り

譚
は
厭
求
を
中
心
と
し
た
無
能
の
念
仏
集
団
の
中
で
成
長
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

�

内
村
和
至
氏
は
、「
宝
洲
評
注
『
孝
感
冥
祥
録
』
に
つ
い
て
」（
明
治
大
学
文
学
部
文
芸
研

究
会
『
文
芸
研
究
―
明
治
大
学
文
学
部
紀
要
―
』
一
二
五
号
、
一
―
二
七
頁
、
二
〇
一
五
年
）

で
、『
冥
祥
録
』の
成
立
過
程
や
評
注
を
付
記
し
た
宝
洲
の
性
格
に
つ
い
て
研
究
し
た
。更
に
、

評
注
の
内
容
が
極
め
て
豊
富
な
経
典
知
識
か
ら
物
語
を
裏
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
善

之
丞
の
体
験
の
特
異
性
よ
り
も
経
典
の
具
体
例
と
し
て
矮
小
化
す
る
傾
向
と
、
宝
洲
自
身
の

選
良
意
識
が
滲
み
出
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
あ
ま
り
に
揺
る
ぎ
な
い

信
仰
心
か
ら
発
さ
れ
る
匂
い
の
よ
う
な
も
の
を
人
々
は
嗅
ぎ
と
り
、
宝
洲
の
評
注
は
外
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
る
。

19

�

長
谷
川
前
掲
書
に
て
無
能
上
人
の
思
想
と
民
衆
の
様
相
に
つ
い
て
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

20

横
山
邦
治
前
掲
論
文
、
一
五
九
―
一
六
一
頁
。

21

長
谷
川
前
掲
書
、
六
―
九
頁
。

22

�『
無
能
和
尚
行
業
記
』
上
巻
（
桑
折
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
桑
折
町
史
第
四
巻
資
料
編
Ⅰ
「
考

古
資
料
・
文
化
史
料
」』、
五
七
一
―
五
九
〇
頁
、
桑
折
町
史
出
版
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）

五
七
三
―
五
七
六
頁
。

23

長
谷
川
前
掲
書
、
六
八
―
六
九
頁
、
表
三
「
無
能
の
巡
教
」
よ
り
。

24

長
谷
川
前
掲
書
、
一
〇
三
―
一
〇
四
頁
。
全
文
は
以
下
の
通
り
。

「
南
半
田
村
田
町

善
四
郎
口
上
書

�

私
儀
、
一
昨
年
十
月
の
頃
よ
り
癩
病
を
相
煩
い
、
形
相
醜
陋
に
罷
り
成
り
候
故
、
種
々
療
治

を
加
え
候
ら
得
共
、
そ
の
験
も
な
く
追
日
重
く
罷
り
成
り
、
首
髪
眉
毛
ま
で
随
落
仕
り
、
人

の
交
わ
り
も
な
り
が
た
く
、
妻
子
等
ま
で
い
た
く
迷
惑
仕
候
処
に
、
去
年
霜
月
七
日
、
桑
折

大
安
寺
に
て
尊
師
御
勧
化
の
節
、
拙
者
密
か
に
参
詣
仕
り
、
所
作
百
遍
受
け
奉
り
、
相
勤
め

申
し
候
処
に
、
当
正
月
六
日
の
夜
、
夢
に
尊
師
御
来
臨
、「
そ
の
方
、
病
気
不
便
の
事
な
り
、

（77）
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日
課
至
誠
に
勤
め
候
ら
え
ば
、
そ
の
病
本
復
す
べ
し
」
と
御
告
げ
を
蒙
り
夢
覚
め
申
し
候
。

そ
の
後
一
心
に
相
勤
め
候
ら
え
ば
、
又
、
翌
夕
の
夢
に
尊
師
、「
所
作
の
勤
め
様
よ
ろ
し
か

ら
ず
、
仏
に
向
い
座
し
て
つ
と
む
べ
し
。
教
え
の
如
く
勤
め
ば
三
昧
発
得
の
人
と
来
す
べ
し
」

と
仰
せ
ら
れ
、
と
思
い
夢
覚
め
申
し
候
。
有
難
く
存
じ
奉
り
、
そ
れ
以
後
は
一
万
遍
以
上
、

毎
日
仏
像
に
向
い
相
勤
め
申
し
候
ら
え
ば
、
一
両
月
の
内
に
右
の
悪
病
本
復
仕
り
、
頭
髪
眉

も
、
い
に
し
え
の
如
く
に
生
え
出
で
申
し
候
。
こ
こ
に
因
っ
て
酒
肉
を
相
止
め
、
所
作
二
万

遍
に
加
増
仕
り
候
、
已
上
。
当
七
月
十
四
日
の
晩
、
持
仏
堂
に
向
い
御
念
仏
申
し
罷
り
居
り

候
所
に
、
子
息
善
之
丞
受
け
奉
り
候
御
名
号
よ
り
、
光
明
を
現
じ
、
そ
の
前
に
御
長
八
、九

寸
程
の
金
色
の
仏
躰
、
御
立
ち
遊
ば
さ
れ
候
を
、
父
子
一
同
拝
し
奉
り
候
、
以
上

申
十
月
十
九
日

�

南
半
田
村

善
四
郎
」

25

長
谷
川
前
掲
書
、善
四
郎
口
上
書
一
〇
三
―
一
〇
四
頁
、長
谷
川
氏
指
摘
一
一
二
―
一
一
三
頁
。

26

�

後
小
路
薫
氏
は
、
後
小
路
前
掲
論
文
で
『
験
記
』
に
あ
る
善
之
丞
の
父
・
善
四
郎
に
よ
る
霊

験
報
告
と
の
相
違
点
を
指
摘
し
、『
冥
祥
録
』や『
感
得
伝
』で
語
ら
れ
る
極
楽
の
様
相
と『
行

業
記
』
で
無
能
が
臨
終
近
く
に
見
た
極
楽
の
表
現
の
一
致
か
ら
、
善
之
丞
の
地
獄
極
楽
巡
り

譚
は
厭
求
を
中
心
と
し
た
無
能
の
念
仏
集
団
の
中
で
成
長
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

27

�

く
ず
し
字
研
究
会
編
『
影
印
翻
刻
『
孝
感
冥
祥
録
』』
上
巻
（
佛
教
大
学
く
ず
し
字
研
究
会
、

二
〇
〇
六
年
）、
十
六
―
十
七
頁
。

28

内
村
前
掲
論
文
、
十
三
―
十
四
頁
。

29

堤
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

30

長
谷
川
匡
俊
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』（
渓
水
社
、
一
九
八
八
年
）
二
五
一
頁
。

31

前
掲
『
感
得
伝
』、
九
九
四
―
九
九
五
頁
。

32

前
掲
『
感
得
伝
』、
九
九
六
―
九
九
七
頁
。

33

内
村
前
掲
論
文
、
十
三
頁
。

34

長
谷
川
前
掲
書
（
註
12
）、
一
一
〇
頁
。

35

前
掲
『
感
得
伝
』、
一
〇
三
九
頁

36

堤
邦
彦
前
掲
書
、
七
〇
頁
。

37

�

長
谷
川
前
掲
書
（
註
12
）、
九
一
―
九
五
頁
。
な
お
同
書
に
よ
る
と
、『
奇
特
集
』
に
お
い
て

地
蔵
を
感
見
し
た
と
い
う
事
例
は
一
四
一
件
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
と
い
う
。

38

後
小
路
前
掲
論
文
、
一
三
三
―
一
三
四
頁
。

39

前
掲
『
行
業
記
』
上
巻
、
五
八
九
頁
。

40

前
掲
『
行
業
記
』
上
巻
、
同
頁
。

41

�

渡
邊
昭
五
「
絵
解
き
と
地
獄
絵
（
一
）
―
そ
の
歴
史
―
」（
一
冊
の
講
座
編
集
部
編
「
一
冊

の
講
座
」『
絵
解
き
』、
九
八
―
一
〇
六
頁
、
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
）
九
八
頁
。

42

�

小
栗
栖
健
治
『
図
説
地
獄
絵
の
世
界
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
）
六
四
頁
。

43

前
掲
『
冥
祥
録
』
上
巻
、
一
二
五
―
一
二
七
頁
。

44

後
小
路
薫
『
勧
化
本
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
六
〇
六
―
六
三
一
頁
。

45

後
小
路
前
掲
書
、
三
三
九
頁
。

46

�

岩
城
紀
子
「
浄
土
双
六
考
」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
号
、
一
五
七
―

一
九
四
頁
、
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
一
九
九
五
年
）
一
六
〇
―
一
六
一
頁
。

47

岩
城
前
掲
論
文
、
一
六
一
―
一
六
三
頁
。

48

堤
前
掲
書
、
六
五
頁
。

49

�

徳
田
進
『
孝
子
説
話
集
の
研
究
近
世
篇
―
二
十
四
孝
を
中
心
に
―
』（
井
上
書
房
、
一
九
六
三
年
）

50

勝
又
基
『
親
孝
行
の
江
戸
文
化
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）、
二
〇
三
頁

51

勝
又
前
掲
書
、
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
。

52

�

く
ず
し
字
研
究
会
編
『
影
印
翻
刻
『
孝
感
冥
祥
録
』』
下
巻
（
佛
教
大
学
く
ず
し
字
研
究
会
、

二
〇
〇
七
年
）
八
四
―
八
五
頁

53

前
掲
『
冥
祥
録
』
下
巻
、
八
六
―
八
七
頁

54

前
掲
『
冥
祥
録
』
下
巻
、
九
〇
―
九
一
頁

55

前
掲
『
冥
祥
録
』
下
巻
、
九
〇
―
九
一
頁

56

前
掲
『
冥
祥
録
』
下
巻
、
六
八
―
六
九
頁

57

前
掲
『
冥
祥
録
』
上
巻
、
四
九
―
五
一
頁

58

矢
島
前
掲
論
文
、
三
一
頁
。

59

�

横
山
重
、
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
二
巻
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
八
年
）

五
三
六
頁
。

60

�

江
本
裕
氏
は
「
近
世
小
説
と
挿
絵
」（「
一
冊
の
講
座
」『
絵
解
き
』、
二
七
五
―
二
八
九
頁
、

有
精
堂
、
一
九
八
五
年
）
二
八
〇
頁
に
て
版
本
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
閻
魔
王
像
の
典
拠
を
六

道
絵
や
十
界
図
に
求
め
て
い
る
。

61

西
田
前
掲
書
、
三
四
頁
。

62

前
掲
『
感
得
伝
』、
一
〇
三
四
頁
。

63

前
掲
『
感
得
伝
』、
一
〇
四
三
頁
。

64

�

宮
腰
直
人
「『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』
の
世
界
―
仏
教
説
話
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
―
」（
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
東
北
支
部
会
『N

ord-est

―
日
本
フ
ラ
ン

ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
東
北
支
部
会
会
報
―
』
第
十
号
、
二
三
―
二
八
頁
、
二
〇
一
七
年
）

（78）
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二
五
頁

65
�

日
沖
敦
子
『
当
麻
曼
荼
羅
と
中
将
姫
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
口
絵
「
構
成
図
」
よ
り

66

�
内
村
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
内
村
和
至
「
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
人
間
像
―
大
和
清
九
郎
伝
の
成
立

―
」（
明
治
大
学
文
学
部
文
学
科
文
芸
専
攻
／
文
芸
メ
デ
ィ
ア
専
攻
『
文
芸
と
言
語
メ
デ
ィ

ア
―
そ
の
過
去
と
未
来
―
』、
一
四
九
―
一
六
六
頁
、
蒼
丘
書
林
、
二
〇
〇
五
年
）
一
六
〇

頁

67

�

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
横
山
邦
治
氏
蔵『
孝
子
善
之
丞
感
得
傳
』（https://

kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100252499/view
er

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
二
月

十
九
日
）
本
論
で
は
、
明
治
二
九
年
版
は
全
て
横
山
邦
治
氏
蔵
本
を
参
考
に
し
た
。

68

�

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（https://digital.staatsbibliothek-

berlin.de/w
erkansicht?PPN

=PPN
3308100126&

PH
Y
SID

=PH
Y
S_0001&

D
M

D
ID

=

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
〇
日
）

69

�

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
繪
入/
孝
子
善
之
丞
感
得
傳
」（https://kotenseki.nijl.

ac.jp/biblio/100179617/view
er/1

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
〇
日
）

70

後
小
路
前
掲
論
文
、
一
三
四
頁
。

71

�

富
山
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
「
富
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
ヘ
ル
ン
（
小
泉
八
雲
）（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
文
庫
目
録
：
改
訂
版
（
稿
）」（https://toyam

a.repo.nii.ac.
jp/?action=pages_view

_m
ain&

active_action=repository_view
_m

ain_item
_

detail&
item

_id=7517&
item

_no=1&
page_id=32&

block_id=36
）
の
う
ち
、「
書
名
・

文
献
名
目
録
（T

IT
LE 

IN
D
EX

）」（file:///C:/U
sers/endo.m

iori/D
ow

nloads/
CatLH

_Rev_04_T
itleIndex_ver2.pdf

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）

三
二
頁
よ
り
。

72

�

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
富
山
大
学
図
書
館
ヘ
ル
ン

文
庫
蔵
）（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100093338/view

er/104

）（
最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）

73

�

富
山
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
「Catalogue of the Lafcadio H

earn Library in the 
T
oyam

a H
igh School

」
一
二
七
頁
よ
り
。（https://toyam

a.repo.nii.ac.jp/?action=�
pages_view

_m
ain&

active_action=repository_view
_m

ain_item
_detail&

item
_

id=7521&
item

_no=1&
page_id=32&

block_id=36

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年

十
一
月
二
二
日
）

�

目
録
に
は
享
保
八
年
跋
、
澤
田
吉
左
衛
門
版
と
し
て
お
り
、
明
和
二
年
を
刊
記
と
す
る
本

は
、目
録
上
段
の
別
本
と
な
っ
て
い
る
。転
載
す
る
に
あ
た
り
誤
植
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

74

�

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』（
天
明
二
年

〈
一
七
八
二
〉
跋
、
澤
田
吉
左
衛
門
版
、
請
求
記
号
：
ヘ
一
三 

〇
三
二
七
五
）（https://

w
w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_03275/index.htm
l

）（
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）
と
の
比
較
に
よ
る
。

75

�

新
編
岡
崎
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
編
岡
崎
市
史
―
総
集
編
―
』
第
二
〇
巻
（
新
編
岡
崎
市

史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
四
一
八
頁
。

76

前
掲
『
新
編
岡
崎
市
史
―
総
集
編
―
』、
六
九
七
頁
。

77

�

久
保
田
啓
一
、
正
本
綏
子
「
広
島
大
学
蔵
近
世
文
学
書
目
録
稿
（
二
）
―
前
期
読
本
―
」（
広
島

近
世
文
学
研
究
会
編
『
鯉
城
往
来
』
第
二
号
、
一
六
二
―
一
七
七
頁
、
一
九
九
九
年
）
一
六
七
頁

78

�

久
保
田
啓
一
、
正
本
綏
子
「
広
島
大
学
蔵
近
世
文
学
書
目
録
稿
（
一
）
―
仮
名
草
子
・
浮
世

草
子
―
」（
広
島
近
世
文
学
研
究
会
編
『
鯉
城
往
来
』
創
刊
号
、
一
三
三
―
一
四
三
頁
、

一
九
九
八
年
）
一
三
三
頁

79

�

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
「
繪
詞
要
略
誓
願
寺
縁
起
」
二
巻
上
、
下
（https://ci.nii.ac.jp/

ncid/BB1737145X

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）
並
び
に
国
立
国
会

図
書
館
サ
ー
チ
「
賢
問
子
行
状
記
」
一
（https://iss.ndl.go.jp/books/R100000001-�

I017907664-00

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）
よ
り
。
な
お
、『
繪
詞
要

略
誓
願
寺
縁
起
』
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、『
賢
問
子
行
状
記
』
は
石
川
県
立
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

80

�

後
述
の
関
通
や
敬
首
等
を
除
い
た
残
り
の
僧
侶
に
関
し
て
は
、
萬
蓮
社
順
誉
上
人
が
二
本
松

台
運
寺
住
職
（
札
幌
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
よ
り
高
嶋
弘
志
「
近
世
蝦
夷
地
の
仏
教
と

寺
院
―
有
珠
善
光
寺
の
住
職
交
代
に
つ
い
て
―
」〈
札
幌
大
学
『
地
域
と
経
済
』
二
号
、

四
一
―
五
五
頁
、
二
〇
〇
五
年
〉
四
六
頁
）（https://sapporo-u.repo.nii.ac.jp/?action=�

pages_view
_m

ain&
active_action=repository_view

_m
ain_item

_detail&
item

_
id=327&

item
_no=1&

page_id=13&
block_id=17

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一

月
二
八
日
）
の
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
は
、
雲
蓮
社
沾
誉
上
人
、
喚
蓮
社
遣
誉
上
人
、
圎
成
海

音
大
和
上
、
超
蓮
社
性
誉
上
人
、
浄
蓮
社
香
誉
上
人
、
仰
蓮
社
喚
誉
上
人
ら
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
仮
に
萬
蓮
社
順
誉
上
人
が
二
本
松
台
運
寺
住
職
で
あ
っ
た
場
合
、
二
本
松
台
運
寺
は

桑
折
町
観
音
寺
所
蔵
の
『
感
得
伝
』
を
描
い
た
絵
解
き
用
肉
筆
画
「
孝
子
善
之
丞
幽
冥
感
見

之
曼
荼
羅
」
の
作
者
良
喜
上
人
と
同
じ
寺
院
の
人
と
な
り
、
浄
土
宗
寺
院
並
び
に
僧
侶
の
繋

が
り
が
示
さ
れ
る
。

81

�

無
量
山
傳
通
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
寺
歴
沿
革
」
の
「
開
山
了
誉
上
人
」
か
ら
「
歴
代
住
職
」

よ
り
（http://w

w
w
.denzuin.or.jp/all/rekidai.htm

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年

（79）
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十
一
月
二
八
日
）

82

�

コ
ト
バ
ン
ク
「
関
通
」
よ
り
（https://kotobank.jp/w

ord/%
E9%

96%
A
2%

E9%
80%

9A
-�

1068512

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
八
日
）

83
�W

EB

版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
「
敬
首
」
よ
り
（http://jodoshuzensho.jp/daijiten/

index.php/%
E6%

95%
A
C%

E9%
A
6%

96

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
八
日
）

84

�

藤
澤
紫
『
鈴
木
春
信
絵
本
全
集
―
研
究
編
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
七
九
―

四
八
〇
頁
。

85

藤
澤
前
掲
書
、
四
九
〇
―
四
九
二
頁
。

86

藤
澤
前
掲
書
、
五
一
九
―
五
二
一
頁
。

87

�

蓮
性
院
本
は
常
時
非
公
開
。
本
論
で
使
用
し
た
同
本
の
画
像
は
、
愛
知
県
今
済
寺
ご
住
職
大

島
隆
獅
氏
が
お
持
ち
で
あ
る
同
本
を
モ
ノ
ク
ロ
で
ス
キ
ャ
ン
し
印
刷
さ
れ
た
画
像
を
、
蓮
性

院
か
ら
許
可
を
い
た
だ
い
た
上
で
筆
者
が
撮
影
し
使
用
し
た
。
原
資
料
そ
の
も
の
を
撮
影
し

た
画
像
で
は
な
い
た
め
、
現
地
で
の
調
査
が
目
下
の
課
題
と
な
る
。

88

�Cinii 
Books

よ
り
図
書
・
雑
誌
「
澤
田
吉
左
衛
門
」
で
の
検
索
結
果
に
よ
る
。（https://

ci.nii.ac.jp/ncid/BN
12707139

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）

89

�

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』（
万
延
元
年
、

西
村
九
郎
右
衛
門
版
、
請
求
記
号
：
文
庫
三
〇 
Ｅ
〇
一
九
〇
）（https://w

w
w
.w

ul.
w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/bunko30/bunko30_e0190/index.htm
l

）（
最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）

�

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』（
万
延
元
年
、
永
田
調
兵
衛
版
、

酒
田
市
立
光
丘
文
庫
蔵
）（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100225507/view

er/269

）

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）

90

�

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』（
万
延
元
年
、

西
村
九
郎
右
衛
門
ほ
か
、
請
求
記
号
：
ヘ
一
三 

〇
〇
六
〇
五
）
よ
り
（http://w

w
w
.w

ul.
w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_00605/index.htm
l

）（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
二
日
）

91

�

以
下
に
提
示
し
た
福
井
敏
隆
氏
の
証
言
は
、
筆
者
が
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ

し
た
ご
回
答
に
基
づ
く
。

92

�

武
田
功
、
神
田
健
策
、
早
坂
基
ら
共
著
「「
南
部
一
騎
軍
書
」
と
風
聞
・
芸
能
の
民
衆
世
界
」

（
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
『
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
学
術
報
告
』
第
六
号
、
八
二

―
九
八
頁
、
二
〇
〇
三
年
）
八
二
頁
（https://hirosaki.repo.nii.ac.jp/?action=pages_
view

_m
ain&

active_action=
repository_view

_m
ain_item

_detail&
item

_

id=4427&
item

_no=1&
page_id=13&

block_id=21

）（
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
一
年
一
月
三
日
）

93

�

井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
版
元
総
覧
』（「
日
本
書
誌
学
体
系
」
七
六
、
青
裳
堂
書
店
、

一
九
九
八
年
）
四
六
六
頁

94

�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
通
俗
瓦
礫
集
―
真
宗
説
教
二
編
―
』（
明
治

十
二
年
〈
一
八
七
九
〉）
よ
り
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/822194

）（
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
一
日
）

95

�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
安
心
評
義
弁
』（
明
治
二
二
年
〈
一
八
八
九
〉）

よ
り
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/819894

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一

月
二
一
日
）

96

�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
秦
鏡
録
』（
明
治
二
〇
年
〈
一
八
八
七
〉）
よ
り

（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/821440

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
一
日
）

97

�

初
版
と
明
治
二
九
年
版
を
比
較
す
る
と
、
下
巻
挿
絵
㊵
蓮
心
が
善
之
丞
の
自
殺
を
止
め
る
場

面
で
は
、
初
版
は
下
巻
二
六
丁
後
半
で
あ
る
の
に
対
し
、
明
治
二
九
年
版
は
二
七
丁
前
半
に

な
っ
て
お
り
、
半
丁
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
初
版
の
挿
絵
㊸
㊹
が
明
治
二
九
年

版
で
は
見
開
き
頁
内
に
収
ま
る
と
い
う
写
し
崩
れ
が
生
じ
て
い
る
。
な
お
、
明
治
二
九
年
版

の
無
能
上
人
の
伊
呂
波
和
讃
は
、
本
文
終
了
後
半
丁
あ
け
、
天
明
版
同
様
見
開
き
頁
の
左
側

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

98

�

拙
稿
「
資
料
紹
介
：
『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』
と
浮
世
絵
―
「
本
朝
二
十
四
孝
」
の
「
信
濃

国
善
之
丞
」
と
「
皇
国
二
十
四
孝
」
の
「
信
濃
国
の
孝
子
善
之
丞
」
―
」（
藤
澤
紫
ほ
か
『
浮

世
絵
に
み
る
文
明
開
化
―
子
ど
も
文
化
の
変
遷
と
教
育
ツ
ー
ル
と
し
て
の
玩
具
絵
―
』「
平

成
三
〇
年
度
～
令
和
二
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
中
間
報
告
書
（
平
成

三
〇
年
四
月
～
令
和
二
年
二
月
）」
一
〇
五
―
一
一
二
頁
）

99

太
田
正
弘
『
尾
張
出
版
文
化
史
』（
六
甲
出
版
、
一
九
九
五
年
）
一
五
六
頁
。

100

太
田
前
掲
書
、
一
五
七
頁
。

101

太
田
前
掲
書
、
一
五
四
頁
。

102
�

寺
院
を
管
理
す
る
鈴
木
久
枝
氏
、
鈴
木
辰
雄
氏
に
よ
る
と
、
絵
師
の
鈴
木
猪
兵
衛
が
寄
付
し

た
『
感
得
伝
』
は
、
一
旦
観
音
院
で
所
蔵
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
い
つ
ご
ろ
か
定
か
で
は
な

い
が
子
孫
の
鈴
木
久
枝
氏
宅
に
戻
さ
れ
、
筆
者
が
調
査
に
向
か
っ
た
二
〇
一
八
年
ま
で
同
家

の
蔵
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
磯
谷
明
全
氏
が
『
感
得
伝
』
を
求
め
て
い

た
時
期
に
は
同
院
に
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

103

�

宇
佐
美
諦
練
「
愛
知
県
下
に
於
け
る
仏
教
と
地
域
福
祉
」（
佛
教
大
学
社
会
事
業
研
究
所
『
佛

教
福
祉
』
十
二
号
、
一
二
二
―
一
二
九
頁
、
一
九
八
六
年
）
一
二
二
頁

（80）

『孝子善之丞感得伝』研究―絵入勧化本における地獄の表象と版本上の展開―（遠藤美織）

― 169 ―




